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　社団法人高知県自治研究センターは、1972年11月8日に設立され、一時期は活動をしてい

たものの、1980年代からは活動が停滞し、今日に至っていました。 

　しかし、少子・高齢化の進行、過疎化現象、環境問題、自治体の財政問題など、厳しい情

勢を考えたとき、自治研究センターを再発足させ、地域住民の皆さんの意見や学識経験者の

アドバイスもいただき、今日的に求められているセンターの役割を果たしていく事が重要だ

と考え、再建への努力を行ってきました。 

　そして、2006 年5月に通常総会を開催、当センタ－としての2006 年度の事業計画を決定し、

2006年8月19日には第一回セミナーを開催してきました。 

　このセミナーには多くの皆様方に出席をしていただき、講師としてコミュニティビジネス

の先進地であります、おとなりの徳島県上勝町から『株式会社いろどり』の横石さんにもご

出席をいただきました。 

　上勝町は、昔はみかんと林業の町でしたが、昭和56年の大寒波で、主産業であるみかんが

全滅し、その危機を乗りきるため、地域住民・農協・行政が一体となり、地域資源を生かし

た取り組みにより、現在、全国的にも注目されるようになっています。 

　この間のセンター理事会でも、「産業と福祉はつながっている。コミュニティビジネスが

高齢者を元気にし、そこに住んで良かったという気持ちになる。」という議論を交わしてき

ました。記念講演ではその事を実践している上勝町での具体的な取り組みなどを紹介してい

ただき、コミュニティビジネスが果たす役割、成果などをくわしく話していただきました。 

　この講演内容は、当センターが活動していくうえで大変参考になると思いますし、今後の

地域づくりの一助になるのではないかと考えています。 

　そうした意味を込め、「基礎研究プレゼンテーション」「第一回セミナー記念講演」を冊

子としてまとめさせていただきました。これからの皆様方の活動に活かしていただくことを

お願い申し上げ、発刊にあたってのごあいさつとさせていただきます。 

ごあいさつ 
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研究課題　コミュニティの再生・創出と維持 

高齢者が行う 

コミュニティビジネスがもたらす 

福祉的効果に関する研究 

研究課題　コミュニティの再生・創出と維持 

高齢者が行うコミュニティビジネスがもたらす 

福祉的効果に関する研究 

畦 地 和 也  
黒潮町企画振興課企画振興係長 

（社）高知県自治研究センター理事 
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キーワードは中山間地域と高齢者 

仁淀川町の小規模集落では… 

大方町の青年との出会い 

 

・増加する空き家への対応、利活用、安全の確保 

・内発型産業、コミュニティビジネスの創出　 

・地産地消 

・地域資源の活用、高齢者の知識や技術の活用、ビジネス化 

・グリーンツーリズムなどの地域内外との交流 

・ＩＴの活用　　 

・担い手対策　　 

・輸送手段の確保（中山間地） 

・地域コミュニティ意識の希薄化（主に都市部）・限界集落 

・コミュニティと地域の安全、自主防災組織 

・市町村合併とコミュニティ 

・少子高齢化のコミュニティに与える影響 

・交通の遮断による孤立化　など 

・高齢化・少子化→自主的に地域を維持していく機能が低下 

・コミュニティ意識の希薄化→地縁的つながりにより形成され 
    るコミュニティ機能の低下 

・コミュニティが地域の安全・安心の確保に重要な役割を果た 
    している。→ 住民同士の助け合い意識が、災害時の被災者 
    支援や住民による防犯活動が地域の治安向上に効果を上げ 
    ている。 

・コミュニティは住みやすさに大きく影響→住民同士が信頼し、 
    助け合う意識が強い地域であり地域活動が活発な地域であ 
    るほど、住みやすいと感じている人が多い。 
　（『大都市圏におけるコミュニティの再生・創出に関する調査結果について』 
　    平成17年8月1日国土交通省国土計画局大都市計画課） 

・どのコミュニティも「担い手不足」である。 

・地方では人口減と高齢化で限界集落が増加している。 

・社会の変化で集落の存続自体が危ぶまれる（消滅してしまう） 
    地域が増えている。 

・市町村合併による行政区域の広域化 

コミュニティを取り巻く課題 

【大項目】コミュニティの再生・創出と維持 

【小項目】 

研究テーマ（案） 

高齢者祝品／老人クラブの育成等／老人無料入浴サービス／ 

さわやか理美容助成／シルバースポーツ大会／老人大学／ 

ふれあいパス交付事業／シルバー人材センター／生きがい 

教室／友愛訪問／高齢者生きがい友の会／生きがい活動支援

通所事業（生きがい型デイサービス）／趣味の作品展示会／

高齢者と子どもの世代間交流映画会／老人憩の家／福祉バス／

敬老大会／公衆浴場入浴券の交付／高齢者等差額家賃助成 

制度／有齢者入居あっせん促進事業　　　　 

高齢者の生きがい対策 コミュニティビジネスさえも 
高齢者は保護、支援の対象 

保護政策 

　皆さん、こんにちは。自治研究センターで理

事をしています畦地と申します。所属は黒潮町

役場です。 

　当センターでは時期時期に応じたセミナーの

開催の他に、少し長期的に政策を考えようとい

うことで基礎研究をすることにしています。初

めての基礎研究は何をするのか少し皆さんにご

説明させてもらいたいと思いますが、そこに至

った背景も含めてご説明をさせていただきたい

と思います。 

 

 

 

　いろいろ議論をするなかでコミュニティの問

題を少し基礎研究に置こうということにしまし

た。けれども、コミュニティというのは非常に

間口が広く、都市部のコミュニティとあるいは

山間部のコミュニティ、漁村部、農村部、それ

ぞれいろんな違いがあります。そこでコミュニ

ティというもので少しキーワードをピックアッ

プをしますと、いろんな課題が出てきます。も

う少し内容を絞った形で基礎研究をしたいとい

うことで議論を進めてきました。 

　結果的に行き着いたのが、大きな項目として

「コミュニティの再生・創出・維持」というこ

とですけれども、小項目での案として（ 図 2 ）

のようなことが出てきました。そこから浮かん

できたキーワードは、中山間地と高齢者の問題

ではないかと思っています。 

　例えば高齢者の生きがい対策というものにテ

ーマを絞った時に、行政はいったい何をしてい

るのか、行政はどういう施策をしているのか、

というのをピックアップをしてみますと、キー

ワードといたしましては（ 図3 ）のようなもの

がずらずらと出てきたわけです。 

　これをずっと見てみますと、すべて保護。高

齢者は弱き人、何もできない人だからみんなで

守ってあげなければならないという、保護政策

でしかないということに気が付いてきました。 

　高齢者を取り巻くいろんなビジネスがありま

すけれども、それでさえもこのように高齢者保

護だとか、あるいは支援の対象でしかないとい

うことです。支援をするビジネスと、あるいは

一方ではお金を持っている高齢者をターゲット

にしたシニアビジネスというのが、高齢者を取

り巻くビジネスだと業界では囁かれています。

これを高齢者対応型産業と言うそうです。これ

は言葉は非常に悪いですけれども、高齢者を食

い物にする産業ではないかというふうにも感じ

ました。 

 

 

 

　というようなことを考えながら議論をしてい

る時に、合併をしてできました仁淀川町が小規 

模集落の調査をして、その中間報告書というの

をまとめています。その中間報告書の中身を見 

せていただくと、これは設問にはなかったこと

に対する自由意見的な意見でしたが、こういう

意見を書いている高齢者の方が何人かおいでに

なりました。 

　どういうことかと言いますと、それまで自分

が作っていた農作物を、直販市で売るのか、市

場で売っていたのか分かりませんが、JAが集荷

に来てくれていた。ところが、JAはそれがビジ

ネスとして成り立たないので止めた。自分はま

だ十分作れる。作る意欲もある、体力もある。

だから是非それを復活してもらいたいという意

見でした。 

　つまり、自分の作っている農作物を集めても

らって、売ってもらえることによって自分はもっ

と働ける。自分が持っている能力を活かせるん

だ。それを何とかしてもらいたいという意見が

あるわけです。 

　仁淀川町のその中間報告書の末尾には、「農

作物の販路および集荷体制の確立をしなければ

ならない。それが結局高齢者の生きがい対策に

なるんだ。これを解決しなければならない」と

いうふうに、報告をされていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　そういうことを含め私が経験したことも踏ま

えて、これからどういうテーマを研究しようか

なということになったのかを少しお話させてい

ただきます。 

　合併する前は大方町だったわけですが、事故

で首から下が麻痺をした車椅子の青年の方にそ

の大方町から仕事を発注して、自宅にいながら

パソコンを使って仕事をしていただくようにな

りました。 

　彼は大学を出てから、事故に遭って以降仕事

という仕事が一切なかったわけですが、彼がこ

の行政からの仕事をするようになってから、自

分たちにも予想しなかった劇的な変化というも

のに私たちは気付くことができました。 

　彼は首から下が麻痺してますので手も自由に

動きません。自分たちのように５本の指で、全

部で10本の指でキーボードを打つこともできま

・高齢者向け総合サービス 

・高齢者のための給食サービス 

・在宅サービス 

・福祉タクシー 

・高齢者・障がい者のための住宅改造 

・訪問看護ステーション 

・医療関連の消費者支援 

・地域在住の外国人に対するサービス 

・床屋さんの出張サービス 

・福祉・医療関連機器サービス 

 

自治研究センター基礎研究

高齢者が行うコミュニティビジネスがもたらす

福祉的効果に関する研究

 

（図1） （図2） （図3） （図4） 
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・高齢者向け総合サービス 

・高齢者のための給食サービス 

・在宅サービス 

・福祉タクシー 

・高齢者・障がい者のための住宅改造 

・訪問看護ステーション 

・医療関連の消費者支援 

・地域在住の外国人に対するサービス 

・床屋さんの出張サービス 

・福祉・医療関連機器サービス 

 

自治研究センター基礎研究

高齢者が行うコミュニティビジネスがもたらす

福祉的効果に関する研究

 

（図1） （図2） （図3） （図4） 
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せん。けれども彼は自分の能力を何とか活かし

たいということで、障がい者の訓練校に行きた

いと望みますが、一旦はその学校の方から入学

を断られました。けれども何とか自分の生きて

いる可能性というものにチャレンジをしたいと

いうことで、訓練校に無理にいって訓練を受け

て大方町に帰ってきました。しかし帰ってきて

も、そういう修得した技術を活かせる場がない

まま過ごしてきていました。 

　こういう話は、なかなか本人の口から出てこ

ずお母さんにお聞きをした訳ですが、仕事を始

める前のことについてこういう証言をいただき

ました。「明日に希望が持てない。だからいつ

も体調が不良。福祉へのいろんなお誘いはある 

けれども、仕事につながるようなものはなかっ

た。税金を払えるような障がい者になれと言わ 

れるけれども、それにはほど遠い政策ばかりだ

った」というようなことでした。それが、たま

たま自分たちと出会って、こういう仕事がある

からやってみないかということで仕事を始める

ようになってから、お母さんが言うにはもうま

ったく変わったそうです。とにかく一切病気に

ならなくなって、病院に定期健診以外は一切通

わなくなったそうです。こんな時代が来るとは 

２年前には予想もしなかったということを言わ

れていました。 

　コンピュータを使って自宅でする仕事をテレ

ワークと言いますけれども、テレワークで息子

は命を蘇らせてもらったということも言われて

いました。 

 

 

 

 

　自分たちはこういう障がいのある人に仕事を

出そうということだったのではなくて、たまた

ま仕事を出した人がそういう障がいのある方だっ

たんですけれども、そこから非常にいろんなこ

とを学ばさせていただきました。つまり人は保

護されるだけでは生きていく力、生きる力、本

人の生きがいが得られない、引き出せないとい

うことです。 

　仕事、お金が得られる仕事でなくてもいいか

も知れません。社会のなかでの役割でもいいと

思いますけれども、そういうものがなければ人

としては生きられない。本人が持っている経験、

技術を活かしてこそ本当の人間回復ができる。

これは後でお話ししていただきます横石さんが

よくおっしゃる言葉です。 

　福祉産業ではなくて、産業福祉を目指さなけ

ればならないということを、彼との出会いの中

から学ばせてもらった自分の経験も含めて、先

ほどの高齢者の生きがい対策のことを考えてみ

ますと、先進的な事例というのがやはりありま

した。それが今日お話ししていただく上勝町の

例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　この上勝町の例は後ほど詳しく講演していた

だくとして、この上勝町の例、それから私が経

験をしました障がいのある彼との出会い、そう

いうものを含めて仮説を立てました。 

　どういう仮説かと言うと、現在の福祉政策で

はどうしても解決できない福祉の課題というの

があるのではないか。つまり、福祉産業では解

決できない課題がある。解決するためには高齢

者が持っている知識、技術を活かすことが解決

策になる。あるいは本当の高齢者の生きがい対

策になるのではないか。その結果、福祉・医療

のコストが削減できるのではないかというのが

仮説です。 

　そのために高齢者が行うビジネスモデルとい

うのを一つ見つけなければならない。高知県独

自あるいは高知県の中でも、それぞれの市町村

に応じたビジネスモデルというのを発見しなけ

ればならない。上勝は上勝のモデルを発見した

わけです。つまり、高齢者自身というものを主

役にするような仕掛けを考えなければならない

ということです。そのために先ほど紹介した仁

淀川町の高齢者が持っている思いなど、それは

具体的な商品でなくてもいいかも知れません。

技術や知恵でもいいかも知れません。そういう

ものを社会の中で流すこと、流通をさせる仕組

みというものを作らなければならないと思いま

す。 

 

 

 

 

　産業と福祉というものをセットにして、産業

福祉の視点でものごとを進める。しかし、非常

に財政が厳しいですので、そのために新たな予

算というのはなかなか難しい。 

　そうすると、既存の予算の中でそれを実行し

なければならず、どこからかと言うと、それは

福祉の予算ではないかと思います。要は結果と

して、全体として社会的コストの削減を目指す

ということです。これを図にしたものが、この

仮定のビジネスモデル（ 図 8 ）です。先ほどお

食事中に横石さんと話をしますと、非常に無茶

苦茶な数字だというふうに言われましたけれども、

これはイメージとしてとらえてください。 

福祉産業から産業福祉へ… ビジネスとして成り立つために… 高齢者が主役になれる仕掛けを 

高齢者とビジネス （高齢者の）農作物の出荷意欲はある 
高齢者のもつ商品を提供 

物流させるシステムの構築 
・高齢者支援ビジネス 

・富裕高齢者を対象として「シニアビジネス」 

高齢者対応型産業 

高齢者を食い物に…？ 

（仁淀川町の小規模集落調査中間報告書より） 

（アンケートの回答より） 

・今はほとんど作ってないが、農作物の販路があ 
　れば、（シシトウ・トマト・大根・きび・白菜・ 
　梅・サツマイモ・キュウリ）作る意欲はある。 
・可能なら農作物の集荷をしてもらえたらありが 
　たい。 

農作物の出荷意欲はあるがJAの集荷がなくなり 

農作業をやめることとなった人がいる。 

農作物の販路及び集荷体制の確立。 

高齢者の生きがい対策 

・現在の福祉政策ではどうしても解決できない壁　

　がある。 

・高齢者が持っている知識や技術を生かすことが、

　高齢者の生きがい対策になる。 

・その結果、福祉医療のコストを削減できる。 
・産業と福祉の融合（産業福祉の視点） 

・既存の福祉予算を使う。 

・全体としては社会的コスト削減を目指す。 

・数値目標を掲げ検証する。 高齢者自身が行う 

ビジネスモデルを開発する 

（新たな経費を発生させない） 

（図5） （図6-1） （図6-2） （図7） 
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　つまり、先ほどの仁淀川町の例で言いますと、

高齢者の作った商品が100で売れたとします。

そうしますと、それを集荷をするあるいは販売

をする人の手数料が要りますので、仮に販売の

手数料を20取るとしたら本人には80残ります。

けれどもその20では集荷をする、販売をする人

たちはビジネスとして成り立たないので止めま

すという現状です。 

　だったら幾らあればビジネスとして成り立つ

のかというのを仮に50とすれば、30補填をすれ

ば農協など、どこかの方が集荷をしてくれるこ

とになります。 

　ではその30はどこから補填するかと言うと、

それは福祉的な予算の方から30補填できないか。

そのことによって、「することがないので病院

にでも行こうか。することがないので福祉の何

かのサービスでも受けようかという人たちが、

そういうものを受けないで仕事をして、今まで

100掛かっていた社会的・ 福祉的医療経費が仮

に50になった」とすれば、「30補填をしたとし

ても20の社会的コストの削減になる。ひいては

高齢者の生きがい対策になる。高齢者が元気に

なる」というのが一つの仮定の話です。 

　こうしたことを本年度から研究してみたいと

思っています。その研究の手始めとしてまず、

高知大学と一緒に、上勝町の方に聞き取り調査、

現地調査に行きたいと思っています。その現地

調査を踏まえた上で、黒潮町と仁淀川町をフィ

ールドにして、その地域地域で聞き取り調査を

しながら黒潮町ではどういうビジネスモデルが

いいのか、仁淀川町ではどういうビジネスモデ

ルがいいのか、ということを研究をしてみたい

と思っています。 

　以上が本年度から始めます第１回目の基礎研

究の概要となります。 

 

 

 

　最後に、これは彼と出会って初めて知った言

葉です。『Not charity but the chance （ノット　チャ

リティ　バット　ザ　チャンス） 』、『No charity 

but a chance（ ノー　チャリティ　バット　ア   チャ

ンス）』という言い方もしますけれども、要は

保護するのではなくて、その人が持っている能

力が活かせる、そういう機会を与えなければい

けないという言葉だそうです。東京オリンピッ

クの頃ですから、40年ぐらい前からある言葉だ

そうですけれども、私は昨年までこの言葉を知

りませんでした。是非、この言葉を活かせるよ

うな政策を考えたいと思っております。 

仮定のビジネスモデル 

商品の集荷販売（ビジネス） 社会的経費（福祉医療経費） 

30補填 

50

事業前　　　　100

事業後　　　　　50

直販市での売り上げ　　100 

上記のうち出荷者手取り　80 

集荷販売者手数料　　　　20 
＊これでは赤字…50は必要 
とすれば… 

50－30＝20のコストダウン 

（仮説）全体として社会的コストの削減と 

　　　　福祉医療政策の実現が可能 

Not charity but the chance！ 

保護より機会を！ 

保護するより能力の活かせる機会を 

（図8） 

人は誰でも主役になれる 

　山あいの町に笑顔が咲いた　 
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　皆さん、こんにちは。ただ今ご紹介をいただ

きました「株式会社いろどり」の代表の横石で

ございます。本当に徳島・高知と言えばお隣り

県でいろんな条件もよく似ていますし、ある意

味では一緒になってやっていかなければいけな

いところもたくさんあるんでないかなと、私自

身も思っております。うちのやり方がいいかど

うかというのは分かりませんけれども、少しで

も皆さんにとってお役に立てることになればな

と思っておりますので、具体的にやっているこ

と、考え方それから取り組みを説明していきた

いと思っております。 

　先ほど、高齢者のお話がありましたけども、

まさに本当に大事なことだなと思っております。 

徳島県内を見ても山の方はもうガタガタになっ 

てきたなという感じを私自身も感じています。

あちこち私も全国を見に行ったりしていますけ

れども、これはもう大丈夫かなと思うようなと

ころが見えてきました。本当に畑は荒れ放題、

廃屋がどんどん出てきて、学校ももう無くなっ

て、地域の人の気力も無くなってきたなという

ところがあります。そんな中でこれからどうやっ

て生きていくかということを本当に真剣に考え

なければ、大変なことになるなと思ってます。　

　私自身、何年か前からよく言ってきたことで

すが、これからはもう災害がどんどん起きるよ

うになります。ちょうど私の会社の目の前に勝

浦川があって、雨が降って川の水位が上がって

くるのが仕事をしながら見えるんですけれども、

ここ５年、10年の間に水の出るスピードが倍ぐ

らいになりました。昨日ですか、鮎釣りで亡く

なった方がおられますけども、あんなに水が出

たのを見たことがなく、あれはもう本当に社会

現象と言うか、人が作った山の中がもう砂漠状

態になっていますから、雨が降ったら一気に川

の水が増えるような状態になっています。です

から、本当にこれからは河川の決壊とか、ああ

いった事故がこれからどんどん出てくるなと思

います。 

　それから凶悪な事件が増えるんでないかなと

いうのも、数年前から感じていました。今まで

は田舎で、そんなに事件なんかも、皆さんご存

知のようになかった。田舎というのはそういう

事件が起こらない地域の良さがあったんですけ

れども、東北とか九州とか、あちこちであんな

信じられないような事件が起きるようになって

きました。これも田舎の今まで良かった点が消

えていって、本当に大変なことになってきたな

というのを感じています。本当にこれから“地

域の良さ、地域でどうやって行かなければいけ

ないか”ということをしっかり考えていくよう

な時代がもう完全に目の前に来ており、それも、

もうやるかやらないか、どっちかだなと実際私

も思います。「本当にもう手を挙げてしまうか、

とことんやり抜いていくか」どっちかでないか

なと……。 

 

 

 

 

　私自身は地域づくりをしようとか、まちづく

りをしようと思ったことは、実は一回もないん

です。やっぱり、人は出番があるということが

一番大事だと思います。存在感がある。やっぱ

り自分が役に立つと言うか、そういう出番があ

ることが一番大事でないかなということを上勝

の人は、今本当に感じているなと思います。 

 

 

 

　上勝町は、86％が山で、人口は2,000人、 四国

の中で最も町としては少ないんです。高齢化比

率は47.15％と 、もう半分が高齢者です。今、少

子高齢化の時代の中の、もう本当に最先端を走っ

てます。「約半数が高齢者」こんな数字を言う

と、普通は廃村ゴールへ突き進むという形にな

りますけれども、町では、地域資源を活用した

会社を５社作ってきました。 木の会社それから

国調の会社・きのこの会社・交流の会社・営業

企画の会社の５社です。現在13 0名が働いてお

ります。第三セクターと言うと、全国ではもう

ほとんど赤字であり、黒字というのはほとんど

ありません。黒字の会社を調べてみても、ほと

んど役場から何かの形で委託を受けているとい

うところが黒字であって、委託を受けてなけれ

ばほとんど赤字というのが現実なんです。 

　しかし、上勝の場合は、平成13・14・15年度

が全社黒字、平成16年度が１社だけ建て替えの

ため赤字という形になっています。この売上げ

は昨年で32億円あります。 

　また、上勝町では、寝たきりの人が２人しか

おりません。寝ている間がないぐらい仕事をし

てるんかとよく言われますけれども、寝たきり

の人が非常に少ない。そして一人当たりの医療

費、皆さん、これは面白いデータなんです。本

来高齢者がどんどん増えてくると、一人当たり

の医療費が増えてくるんです。これは相関関係

があるんでないかなと、私はある時に思いまし

た。ですからちょうど合併する直前、徳島県が

55 市町村あった時のデータを出してみたんです。

今はもう合併して小さな町が大きな市になって

いるのでデータが出なくなったんですけれども、

ちょうど１年半前、平成16年度の後半に出して

みた数字で見ると、高齢化比率順位と一人当た

りの医療費順位というのは並ぶんです。やっぱ

りこれは自分の思ったことが当たっているなと

思いました。 

　そして、上勝町はたぶんこれは少ないだろう

なと思ったら予想通りでした。上勝町は高齢化

比率が高いのに、一人当たりの医療費が26万円

で32位だったんです。一番多い山の中が46万円

でした。すごい金額だなと思いました。その差

が20万円。では、上勝町に病院がないかと言う

出番があることが大事 

高齢化率の高い上勝町 

しかし、寝たきりの人は2人 

人は誰でも主役になれる

　　山あいの町に笑顔が咲いた

葉っぱを宝に変えたまち徳島県上勝町に学ぶ 
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社
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横
石
知
二
さ
ん 

【 いろどり】とは？

料理に添える妻物の全国シェア８割を誇り、年間２億５千万円を売るまでに成長した、徳島

県の山間部・上勝町の地域資源活性型産業。防災無線活用やFAXや高齢者用パソコンなどの

試みや、高齢者の自立・健康・高収入が注目を集めている。 

横石知二さん

「㈱いろどり」副社長。主要産業のミカンが壊滅した上勝町を「妻物」で救った立役者。終

始「攻め」の仕組づくりとおばあちゃんたちとのコミュニケーションで、山間の町に最先端

産業を創出した。 
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と、きれいな病院があるんです。診療所を建て

て、医師も常駐２人しております。ですから非

常にいい環境なんですけれども20万円違うとい

うことで、2,000 人で４億円カット。5,000 人おっ

たら、なんと10億円違うなということを思った

んです。 

　今の徳島県は、人口当たりの医者の数が全国

で第１位なんです。福祉もものすごい充実して

て、有名な代議士さんが出て福祉施設を各町村

に作っていったんです。その環境面は非常にい

いんですけれども、実際どちらが喜ばれるかと

いうのはどうでしょう。私はいつも言ってたん

ですけれども、「高齢者が毎日１日2,000 円でも

3,000円 でも稼ぐことができたら、病院へ行って

座っとらんような形になったら、これは本当に

いい環境だ」と。徳島市内の病院へ私も何回か

行ったことがあるんですけれども、ずらっとお

年寄りが並んでいて、その会話を聞いていたら、

誰か来とらなんだら「おい、あの人、病気ちゃ

うんか」。病院の中で、あの人が来とらなんだ

ら病気かという。本当にこれはなんというとこ

ろだろうなと思いました。こんな社会を作って

はいけないな。こんなふうにならないようにせ

ないかんなということを、その時から思ってい

ました。 

　ですから皆さん、産業を、仕事を作ると

いうことが本当の福祉・教育・環境、

この３つにものすごい影響するんです。

仕事を持てる環境ができるということが本当の

福祉であり、そのことは環境面にもすごく影響

するし、人が育っていくという教育面にももの

すごい影響するんだということをみんなが分か

らなければいけないと思います。単なるお金儲

けかと言ったらそうではないんです。「本当に

地域にとってこのことがすごい大切だというこ

とを、みんなが分かってくれるようにならない

といかん」なと思っています。 

 

 

 

 

 

　上勝町ではごみも34種類に分別して、2020年

までに町のごみをゼロにしますということもやっ

ています。これは全国から注目をされています

けれども、町ではごみ収集車は走っていません

し、燃やす施設もありません。全部住民が１ヶ

所に持っていって、34に分別をします。この運

動をやって町のごみが３分の１まで減りました。

　でも、なぜこのことをやるのかというのは、

何にもならないものにどうして大切な税金を使

うかということです。ごみがどんどんものすご

いお金を使っていきます。皆さんからいただい

た大切な税金を使っていきます。有効的になら

ないものにどんどんどんどん何億、何十億、何

百億円という金を使っていくわけです。一人当

たりにしたって何万円という金をごみで使って

いくわけです。そうでなくて、もっと有効的な

お金の使い方がある。だから、ごみの処理はで

きるだけみんなが協力をしてきれいな町を作る

ことによって、そのお金をもっと他のことに使っ

ていこうということが上勝町の考え方でもあり

ます。 

　皆さんはやったことがないんで分からないと

思うんですけれども、すごく便利なことがある

んです。それは、いつでも出せるということで

す。今日でも出せる。明日でも出せる。特に土

曜日や日曜日に、自分の好きな時間にごみを出

せるというのはすごい便利なんです。皆さんの

場合、行政の都合によって集荷日が決められて

いるわけです。でも自分の好きな時間に、今日

今まで寝よってこれから持っていこうかという

感じで出せるということは、本当に便利なこと

でもあります。隣に佐那河内村という村がある

んですけれども、この間村長はうちと同じよう

な考え方をやって、ごみ処理の費用が1,500万円

浮いてきました。それを教育費に充てました。

これもいい考え方です。教育費に充てるという

ことはＰＴＡも協力してくれますし、おじいちゃ

んやおばあちゃんも協力してくれる。町の子ど

もたちのために、みんながごみの減量に協力し

たことによって1,500万円浮いてきた。 その浮い

てきたお金を子どもたちの将来のために使うん

だ。こういう考え方はすごい大事だと、私は思

います。 

 

 

　それから特区の町とも言われていますけれど

も、徳島県は全国最下位です。沖縄と徳島が最

下位。長野が第１位です。それだけ特区が出て

こない。特区がなぜ出てこないか。それは地域

のことを思っている人が少ないからです。地域

のことを本当に思って、“こんなふうになった

らえいな、こんなふうにしていかないかんな”

と思うことがあったら、国の規制を払ってでも

やっていこうという思いを持ってチャレンジし

ていくはずなんです。そこが、徳島県は上勝し

か出てこないというのはいかに与えられている

環境にどっぷり浸かっているかということだと

思います。町内にタクシーの会社がありませ

ん。2,000人ですから成り立たない。 そうすると

有償ボランティアといって、住民がタクシーの

運転手をして送り迎えをしてお金をいただくと

いう形を、特区で認定を受けております。これ

は１キロ100円 いただいて、 ちょっと病院へ行

きたい、ちょっと買い物へ行きたいと言うと、

町民が町民の送り迎えをしてやっていくという

こともやっております。これも非常にいい考え

方だと思っています。 

 

 

　それから地域の燃料は地域で確保していこう

という考え方です。重油が無いとこで、なぜ重

油を使わなければいけないか。山にはいっぱい

木があります。木を燃料として、どうして使え

ないか。こういうことをなぜ考えないかという

ことなんです。間伐材を使って、日本で初めて

チップにして温泉を湧かしています。これは重

油代よりも安い。そして環境にもいい。地域の

資源も活かせる。こんなにいいことはない。本

当にいいことでしょう。重油を持ってきて、全

然ないところで重油を燃やすより、地域にある

ものをこうやって使っていって燃料にしていこ

うということによって地域の資源が活かせるわ

けです。ダムに出てきた木でもそういう形のな

かで、チップにして燃料化していけるというこ

ともあります。 

　その上に、地域通貨を加えました。今「もく

さん」という会社に住民が木を持っていったら、

地域通貨ポイントをくれるわけです。地域通貨

ポイントをくれたら、町内で買い物ができると

地域のことを思ってチャレンジ 

町のごみをゼロに 

上勝町は特区の町 

地域の燃料は地域で確保 
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いうこともやっています。ですから、地域の中

の循環を高めていく、そのための本当にいい資

源が地域にはあります。その資源をしっかりみ

んなが見て循環させていって、いい形を作って

いくということが、一番今やらなければいけな

いことだと私は思っています。これは世界各国

からも視察に来ておりますけれども、３月から

でもジャマイカ・バングラデシュ、それから台

湾・フィリピン・メキシコ・ＡＰ通信、もう世

界各国から来て、先週はタイがまた来ていまし

た。来週は韓国のＭＢＣでしたか、韓国の放送

局が日本代表事例として特別番組を組むという

ことで、上勝町を韓国に紹介をするということ

が決まっていますけれども、世界の中でも少子

高齢化のなかに対応した、こういった資源を活

かした形の取り組みというのがこれから大きく

出てくるなと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　ご覧のような耕地がほとんどないような山の

中です。私は徳島市で生まれまして毎日通勤を

しています。前の前の町長が、誰か外から入れ

んかと、考えて組合長と相談したわけです。そ

して私に白羽の矢が立って、大学を出てからお

世話になるようになったんですけれども、当時

は住民は大反対でした。なぜ反対か。「何しに

よそ者を入れるんだ。地元の子を戻らしたら後

継者になるでないか。結婚して子どもでもでき

たら、学校の生徒の一人でも増えるでないか。

どこの馬の骨とも分からんようなものを雇うな」

という住民や議会、特に議会が反対だったそう

です。でも町長が言ったのは「地元の人間では

でけん、どうしてできないか。それはみんな知っ

てる、みんな親戚、こんな馴れ合いのような環

境の中で、事業を推進していくことは無理だ」

ということを言ったんです。 

　皆さんの前で少し種明かしをすると、上勝町

が今すごく元気なのは、是非来て会っていただ

いたらと思いますけれども、ここ数年間128名、

Ｕ・Ｉターンしてきているんです。Ｉターンも

ものすごい多いんです。外からどんどん入って

きています。ごみを担当している子はデンマー

ク帰り。世界の環境を学んでいた女の子です。

私の会社も全部外。役場の職員もかなり県外の

メンバーがおります。お茶屋さんと言って、町

の産直市も神奈川と東京の子がやったりもして

おります。外からどんどんどんどん入ってきて、

上勝にいると自分がある。東京では自分がない

ということで、Ｉターンがものすごい進んでき

ているという形なんです。 

　でも初めて行った時はほんとにビックリしま

した。とにかく雨が降ったら、役場・農協が酒

盛り場になるんです。もう酒飲みが集まってき

て、一升瓶下げてソファーにドンと座って、何

を言うか「まあ、やれ」。それで何を言うか「何

ぞええ補助金あるんか」「ええ補助金でもあっ

たら、何ぞしょうか」「どんな補助金があるか、

言うてみ」。これなんです、何にもしようとし

てない。何か言うたら、ちょっと人を批判する。

最初から諦めている。でも、一番情けないなと

言うか、駄目だなと思ったのはお母さん方です。

「私はたくあん食べてでも、子どもを東京や大

阪のええ大学へやるんじゃ。ええ会社へ就職さ

せるんじゃ」。こう言うわけです。なんて寂し

いことを言うんだろうなと思って調べてみたら、

すぐ分かりました。米を作ったって、蕎麦作っ

たって、大豆作ったって、内職・電子・縫製・

建築・ミカン・林業、いかにも田舎ってこんな

に儲からんのやなと思いました。ええ、米一反

作って数万円か。こんなんで、どないして生活

していくんかな。ほんとに調べてみて、こんな

に田舎って生活の基盤が弱いんやなと。だから

負け組という意識が強うて、自分の子どもだけ

はこんなところに置いときとうないと言うんだ

なということを思いました。ほんとに田舎のこ

の基盤の弱さという現実を見た時に、こんなに

弱いんやなということに驚きました。 

　そして女の人が出番もないし、時間に対して 

ものすごいルーズ。会をしても30分、１時間遅

れ。お酒を飲んできて、また同じことを最初か

ら説明し直すという、こんなパターンでしたの

で、これではとてもアカンなと。こんな慣習を

止めてもらわなければこれはアカンなと思って、

ちょうど集まる機会があって、町長が「横石、

何でも言うてみ」と言うてくれたんで、「こん

な朝から酒を飲みよってどないするんですか。

もっと自分ができることはないんですか。何か

やってみたらどうですか」と言った途端に、机

をドーンと叩いて、「おどれはよそから来た“こ

わかいし”やないか。誰のお陰で飯が食えると

思うとんじゃ。お前、偉そうなこと言うたって

何やでけへんじゃないか。何をぬかすんな、こ

ら」と言って、バッバッと何人かが立ち入って、

もうすごい怒るわけです。顔を真っ赤にして怒っ

ている。その顔を見た時に、これは大変なこと

になったと思いました。もう辞めて帰るか、どっ

ちかにせなアカンなと。もう一生忘れませんけ

ど、最後に言われた言葉が「もう今から行って

お前の机、放り出すけんの。明日からこんでえ

いわ」。こう言われて、出て行きかけましたの

で、「まあちょっと待って、ちょっと待ってく

れ」。そこまで言うんだったら、ちょっと待っ

てくれということで言ったら、収まりがちょっ

と付いたんですけども、もうその時にもう帰ろ

うか、ここで残るか、どっちかにせなアカンな

ということを思いました。 

 

 

　そして県庁の試験に受かっとったということ

もあり、家族は大反対で早く戻れということだっ

たんですけど、こんなに自分が馬鹿にされてこ

こまで言われて、「やっぱり何とか自分が見返

したらなんだら、一生このことを自分が背負う

馴れ合いのような環境の中で… 

徳島市内への行商からスタート 

26年前の上勝町 

（図4） （図5） 

14 15



いうこともやっています。ですから、地域の中

の循環を高めていく、そのための本当にいい資

源が地域にはあります。その資源をしっかりみ

んなが見て循環させていって、いい形を作って

いくということが、一番今やらなければいけな

いことだと私は思っています。これは世界各国

からも視察に来ておりますけれども、３月から

でもジャマイカ・バングラデシュ、それから台

湾・フィリピン・メキシコ・ＡＰ通信、もう世

界各国から来て、先週はタイがまた来ていまし

た。来週は韓国のＭＢＣでしたか、韓国の放送

局が日本代表事例として特別番組を組むという

ことで、上勝町を韓国に紹介をするということ

が決まっていますけれども、世界の中でも少子

高齢化のなかに対応した、こういった資源を活

かした形の取り組みというのがこれから大きく

出てくるなと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　ご覧のような耕地がほとんどないような山の

中です。私は徳島市で生まれまして毎日通勤を

しています。前の前の町長が、誰か外から入れ

んかと、考えて組合長と相談したわけです。そ

して私に白羽の矢が立って、大学を出てからお

世話になるようになったんですけれども、当時

は住民は大反対でした。なぜ反対か。「何しに

よそ者を入れるんだ。地元の子を戻らしたら後

継者になるでないか。結婚して子どもでもでき

たら、学校の生徒の一人でも増えるでないか。

どこの馬の骨とも分からんようなものを雇うな」

という住民や議会、特に議会が反対だったそう

です。でも町長が言ったのは「地元の人間では

でけん、どうしてできないか。それはみんな知っ

てる、みんな親戚、こんな馴れ合いのような環

境の中で、事業を推進していくことは無理だ」

ということを言ったんです。 

　皆さんの前で少し種明かしをすると、上勝町

が今すごく元気なのは、是非来て会っていただ

いたらと思いますけれども、ここ数年間128名、

Ｕ・Ｉターンしてきているんです。Ｉターンも

ものすごい多いんです。外からどんどん入って

きています。ごみを担当している子はデンマー

ク帰り。世界の環境を学んでいた女の子です。

私の会社も全部外。役場の職員もかなり県外の

メンバーがおります。お茶屋さんと言って、町

の産直市も神奈川と東京の子がやったりもして

おります。外からどんどんどんどん入ってきて、

上勝にいると自分がある。東京では自分がない

ということで、Ｉターンがものすごい進んでき

ているという形なんです。 

　でも初めて行った時はほんとにビックリしま

した。とにかく雨が降ったら、役場・農協が酒

盛り場になるんです。もう酒飲みが集まってき

て、一升瓶下げてソファーにドンと座って、何

を言うか「まあ、やれ」。それで何を言うか「何

ぞええ補助金あるんか」「ええ補助金でもあっ

たら、何ぞしょうか」「どんな補助金があるか、

言うてみ」。これなんです、何にもしようとし

てない。何か言うたら、ちょっと人を批判する。

最初から諦めている。でも、一番情けないなと

言うか、駄目だなと思ったのはお母さん方です。

「私はたくあん食べてでも、子どもを東京や大

阪のええ大学へやるんじゃ。ええ会社へ就職さ

せるんじゃ」。こう言うわけです。なんて寂し

いことを言うんだろうなと思って調べてみたら、

すぐ分かりました。米を作ったって、蕎麦作っ

たって、大豆作ったって、内職・電子・縫製・

建築・ミカン・林業、いかにも田舎ってこんな

に儲からんのやなと思いました。ええ、米一反

作って数万円か。こんなんで、どないして生活

していくんかな。ほんとに調べてみて、こんな

に田舎って生活の基盤が弱いんやなと。だから

負け組という意識が強うて、自分の子どもだけ

はこんなところに置いときとうないと言うんだ

なということを思いました。ほんとに田舎のこ

の基盤の弱さという現実を見た時に、こんなに

弱いんやなということに驚きました。 

　そして女の人が出番もないし、時間に対して 

ものすごいルーズ。会をしても30分、１時間遅

れ。お酒を飲んできて、また同じことを最初か

ら説明し直すという、こんなパターンでしたの

で、これではとてもアカンなと。こんな慣習を

止めてもらわなければこれはアカンなと思って、

ちょうど集まる機会があって、町長が「横石、

何でも言うてみ」と言うてくれたんで、「こん

な朝から酒を飲みよってどないするんですか。

もっと自分ができることはないんですか。何か

やってみたらどうですか」と言った途端に、机

をドーンと叩いて、「おどれはよそから来た“こ

わかいし”やないか。誰のお陰で飯が食えると

思うとんじゃ。お前、偉そうなこと言うたって

何やでけへんじゃないか。何をぬかすんな、こ

ら」と言って、バッバッと何人かが立ち入って、

もうすごい怒るわけです。顔を真っ赤にして怒っ

ている。その顔を見た時に、これは大変なこと

になったと思いました。もう辞めて帰るか、どっ

ちかにせなアカンなと。もう一生忘れませんけ

ど、最後に言われた言葉が「もう今から行って

お前の机、放り出すけんの。明日からこんでえ

いわ」。こう言われて、出て行きかけましたの

で、「まあちょっと待って、ちょっと待ってく

れ」。そこまで言うんだったら、ちょっと待っ

てくれということで言ったら、収まりがちょっ

と付いたんですけども、もうその時にもう帰ろ

うか、ここで残るか、どっちかにせなアカンな

ということを思いました。 

 

 

　そして県庁の試験に受かっとったということ

もあり、家族は大反対で早く戻れということだっ

たんですけど、こんなに自分が馬鹿にされてこ

こまで言われて、「やっぱり何とか自分が見返
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徳島市内への行商からスタート 
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うていかないかんのが嫌だ。こんな思いをずっ

と持ち続けるということは、何か自分にとって

は嫌だな」と思いました。だから残ると決めて、

やるんだということを決めたんですけれども地

理が分からん。人が分からん。おまけに、その

酔たん坊族が「あいつの言うことは聞くな」と、

ふれ回ったんで、もう手の打ちようがなかった

んです。これは弱ったなと思ったんですけれど

も、町をまわっていたら行商人がおって、「田

舎であんな行商して儲かるんかな」と思って、

ひょっと考え田舎で行商商売するんだったら、

徳島市内で行商すればもっと儲かるでないかな

と考えたんです。そして親に言って金を借りて

トラックを買って、そして徳島市の市場へ行っ

て、バナナの箱を10円で買ってきて、そして「余

り野菜でも何でもえいから出してくれ。私が帰

りに積んで帰って売ってくるから出してくれへ

んか」ということで、ずっと住民を回っていって

説得をして、市場で寝泊まりを２年間やりなが

ら、朝４時５時に起きて、直接店へ卸せるとこ

ろは現金で卸してもろうたりして、朝には幾ら

売れましたよと、お金に換えていくことをはじ

めていきました。そんなことで、あいつ、ちょっと

変わったことをする奴やなということを言って

くれたのがスタートでした。　 

 

 

 

 

 

 

　そして、この葉っぱの商売をどうして考えた

か。これは、とにかく暇というのが一番アカン

と思いました。回っていっても暇なというのが、

嫁の悪口、近所の悪口、悪口合戦を朝から晩ま

で、なんでこんだけ言うのかなと思うぐらい、

縁側、立ったままでずっと話しているわけです。

あれを言うんが面白いんだろうなと思ってまし

たけれども、この環境を何とか止めなアカンな

と。あの人らが朝から、自分がこれをせなアカ

ンと思うことがないんだろうか。こんな仕事が

ないもんかなと思って考えてました。そして大

阪のがんこ寿司で御飯を食べた時に、隣にすっ

ごいきれいな女の子が３人おって、こっちが男

が３人で、私が一番ついたて側におって、この

２人が私をつついて、「一緒に酒飲めるように

せえ」と言ったので、寄っていって声を掛けよ

うかなと思って覗き込んでみたら、葉っぱのこ

とでものすごい面白い話をしているわけです。

グラスに浮かべようとか、一番圧巻はハンカチ

を敷いてその上に載せていくわけです。あれっ

と思いました。こんなもん、うちの裏山にいっ

ぱいあるのに、なんでこんなものに感動するん

かなと、不思議だなと思いました。なんでこん

なことに、この葉っぱにこの子たちが感動する

んだろう。へぇーと驚いたこととこれは面白い

なと、こんなにあの子たちの気持ちを動かす商

品なんだと。そこに、この環境の違いを活かし

たらえいんだということに気が付きました。 

 

 

　環境の違いということを自分が気が付かなかっ

た。よう考えてみたら、徳島や高知と東京や大

阪はこんなに環境が違うんだ。この環境の違い

というのが、何か自分らにとってすごいいいこ

とになるんでないかなということを、その会話

を聞いていて気が付きました。これはやったと。

よう考えてみたら、大阪駅、東京駅に立ってす

すき100本 取ってこいと言われたら、これは大変

なこと。うちの裏山ですすき100本取ってこいと

いったら、そこへ行ったらパッと取れるけど、

電車へ乗ってどこまで行かないといけないのか、

第一格好悪いし。電車へ乗ってすすき100本持っ

とったら、何を持って行きゆうんかなと、こん

なことも思いました。 

　これはいけるぞ、よーしやるぞと思って帰っ

てきて声を掛けてみた。そしたら「こんなん売

るのは嫌だ。私にやってプライドがある。そん

なん恥ずかしい。 こんなもん売れるわけがな

い」。私が一番情けなかったのはおばあちゃん

が私に言った言葉で「横石さん、葉っぱを金に

換えるんは狸か狐のおとぎ話や。仕事はもっと

真面目にしなさい」。「なんちゅうこと言うが

な」と説教されました。「絶対に売れるわけは

ない。あんたは何を考えてものを言ゆんで。こ

れ売れたら、徳島の秋田町をみんなが逆立ちし

て歩いてあげるわ」。ここまで言いましたので、

もうほんまにそこまで言うかと思いましたけど。

でもその見てきた光景が頭のなかから離れませ

んでしたので、いけるんでないかなと思って、

４人のおばあさんを口説いてスタートしてみま

した。 

　そしたら全然売れん。５円、10円。山にある

ものをそのまま持ってきて、こうやってパック

に詰めて出してみた。これが当時の写真（図8 ）

ですけれども、売れなかったんです。アカンの

かなと思って諦めかけとった時に、ひょっこり

料理人が来て「こら、わしは使わん」と言うた

んです。あらっ、そうじゃ。現場へ行って見た

ことがないな。これがアカンなと思って、現場

へ行ってみよう。早速これは行ってみないかん

なと思って、料亭にその人を訪ねて行ってみた

んです。そしたら玄関から行ったら「裏木戸へ

行ってください」と言われて、裏木戸へ行った。

裏木戸へ行ったら「お帰りください」と言われ

ます。「そんなのは、人に見せるところではあ

りません。帰ってください」と言って断られて

しまった。そして売れない。どうしたもんかな

と思った時にある人が、「横石さん、客で行っ

てみたら」と言われたんです。ほんとにここは

キーだったんでけども、そうか、客で行くとい

う手もあるなと思って電話をしてみたら、1万5

千円、2万円、3万円です。当時の私の給料が 7万

　8千円 でしたので、こりゃ高いなと思ったんです

けれども、まあとりあえずは行ってみなアカン

なと思って電話をして、ポケットに3万円持って

行ってみたんです。 

 

 

　そしたら、三つ指ついて「いらっしゃいませ、

奥へどうぞ」こう言うてくれた。客で行ったら

入れてくれるんだ。まったく行ったことがない

ところですので、初めてドキドキしながら部屋

へ通してくれて、料理を出してくれたら、葉っ

ぱが付いていたんです。「これはどうやって手

に入れたんですか」と聞いたら、「うちの庭か

ら取って、これを万葉のいわれなんかでこうい

う時期にこういうふうに添えさせていただいて

いるんですよ」。ああ教えてくれるんだ、これ

はありがたいなと思ったんです。ちゃんときち 

んと教えてくれるんです。やっぱり仲居さんが

すごい教育をされていて、きちんと何の葉でど

葉っぱの商売との出会い 環境の違いを活かすとは… 

始まった料亭通い 

暇というのが一番アカン 

（図6） （図7） （図8） （図9） 
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ういうふうにしてということを知っていたわけ

です。これはええなあと思ったんですけれども、

帰ってきて考えたらすごい高いなあと思っても、

これは行くしかないかと思ったんです。そして

もう２回目からは袋にいっぱい葉っぱを詰めて、

ノートを持って座って、面接会議のように、出

てきたら逃がさんように「これはどうやってお

使いになるんです」。次、並べといて「これは

使えますでしょうか。これはどうでしょうか」っ

て言って、ずっと出していって質問をして、教

えてくれたら、ああ良かったと思って書いて、

おらんようになったらノートを出して、何セン

チから何センチのものが出てるとか、器はどん

な器を使っているかというのを書き込んでずっ

と勉強していきました。 

　２年にかけて料亭通いをしていったんですけ

れども、だんだんこの世界が分かるようになっ

てきて、そしてご主人が「横石、そんなに来る

んだったら、料理場を見ていってもえいよ」と

言うてくれたんです。嬉しかったです。ほんと

に嬉しかった。そして、その現場を見た時に、

「これはやった」と思いました。どうしてやっ

たと思ったか。これは、もうこんな若い子がこ

んな世界は続かんなと思いました。これは絶対

に買うようになるだろうな。丁稚、修行。こん

な世界は、どついたり、蹴ったり、ごつい世界

やなと。ありゃーと思って、これはすごい世界

だなというのを見ていて、こんな修行は続かん

だろうなと。これは絶対に商売になるだろうな

と、その時に思いました。 

　そして、これが５円、10円が100円、200円、

300円、400円、500円という値段が付いてきて

だんだん商売になっていきました。そして今年 

は北海道行くぞ。今年は仙台行くぞ。今年は新

潟へ行くぞ。石川へ行くぞ。富山へ行くぞ。京

都へ行くぞ。滋賀へ行くぞ。広島、岡山、北九

州、福岡と全国ずーっと回っていって、パンフ

レットを持って商売をしていきました。何千軒

という店をまわっていってだんだんだんだん産

業がずーっと成長してきたということです。こ

の間使った金もめっちゃくちゃでした。ほんと

に料亭通いばかりしてましたので、18年間１円

も家に金を入れずに、全部料亭に放り込んでし

まったという、家族の協力がなければこんなこ

とはできなかったです。身体も調子悪くなって、

倒れて日赤に運ばれたり、口が痺れてもう動か

んようになってしもうて、痛風の極度症状が出

たりして車椅子で行ったりとか、胸のなかは大

金持ちになってしもうて、ステントが６本も入っ

てしまった。こんなものばっかり食べよったら、

いかにも体に良くないなというのがよく分かり

ました。 

 

 

　そして、大事なことはあの人たちに価値を見

せてあげなアカンなと思いました。皆さん、ノ

ビル（野菜）って知っていますか。知らんかな。

ノビルという草があるんですけど、「これを東

京の人は料亭でも使ってくれるんよ」と言うた

ら、「横石さん、そんなそこらに生えとう草や、

誰が食べるんで」。なんぼ言っても分からない

んです。これが値打ちがあると。これは連れて

いかなアカンなと思って、連れていきました。

吉兆、美濃吉、蜃気楼、京都の祇園へ連れていっ 

て、白梅、深山。東京の帝国、赤坂料亭、それ

から椿山荘、温泉地では加賀屋百万石の一番い 

い部屋なんかに連れていくわけです、こうやっ

て。ほんまに恥ずかしかったです。なんせ、も

んぺにジャージにバーゲン服ときましたので、

行ったことがないし、電車に乗ったことがない、

飛行機に乗ったことがない、山のおじいさん、

おばあさん連中。この写真（図10）、見てくだ

さい。これ当時の、もんぺをはいて足をこうやっ

て投げ出して、何かどっかの寄り合いに出てい

るような写真ですけれども、吉兆の女将さんに

「こんな珍客は今までにありません」と言われ

ました。 

 

 

　ほんとに、知らんということは、皆さんすご

いもんです。でも、やっぱり経験したことない

ところから発見をして、すごいところだという

ことをジワリジワリと自分らが分かるようになっ

てきたんです。そして料理人も来てくれるよう

になって、そして関心もどんどん高くなってき

て、みんなが集まり始め、そしてご覧のように

平均年齢70歳。えい顔しとうでしょう。皆さん

どうですか、この顔。高齢者でこんなにえい

笑顔はないですよね。今仕事をしている人でこ

んな顔をして仕事をしてる人はほんとに減りま

した。目が笑ってる。テレビでああやって何回

でもやるというのは、テレビ局も分かっている

んです。あそこがやった、ここがやったって。

分かっていてもやるんです。どうしてか。やれ

ば反響があるんです。もうテレビ局へ電話がど

んどん掛かってくるんです。すっごい掛かって

くる。また明日からあるテレビ局が入るんです

けれども、ほんとにもうまたかと思うぐらいや

るわけですけれども、こんな顔がないんです、

なかなか。えい顔しとるでしょう。でも稼ぎも

すごいです。皆さん聞いたら、ビックリするぐ

らい稼ぎます。都会のサラリーマンなみに稼ぎ

ますから。ほんとに信じられないような、月収

で50万から100万 の間を動かしていきますから。

ほんとにすごい額。あるおばあちゃんなんか、

横浜の孫にマンション買うたったりしてますけ

れども、すごい売上げを上げる。こんなことが

できるんです。そして死ぬまで止めれんと、い

まだに苗木を植え続けてますので何歳までやる

んかなと思います。 
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　そして商品は320アイテムという、ほんとに

いろんなものを、田舎にあるものはすべて商品

として出していくという形。 一つのパックが

250円か300円しますので、１枚の葉っぱがだい

たい25円から30円ということになるわけです。

だから100個作ると25,000円から30,000円取れる

という形になります。航空輸送には最適です、

軽いですから。飛行機で全国へ飛ばすというこ

とで行きます。どうしても皆さん、今日のこの

課題である「コミュニティビジネス」という言

葉も使われてますし、「地域を活性化させる」

という言葉も使われてますけれども、必要なの

は仕組みです。仕組みをどうしても作らなけれ

ば駄目だと、私は思います。コミュニティビジ

ネスなんかやろうと思うたら、絶対に仕組みが

なければうまく行かないです。 

 

 

　日本で初めて開発した役場の防災無線の電波

を使って送信を考え出しました。無線なのでみ

んな平等。品目ごとにも送れて、タダで早い者 

勝ち。防災電波でファックス送信を行います。

これが早い者勝ちになります。すっごい早いん

です。めっちゃくちゃ早い。見たら、信じられ

ないと思います。 おばあちゃんが携帯電話で

「もしもし、もしもし」ってやるわけです。は

す芋の葉っぱ。高知はよう知っていますね、は

すの産地ですから。これ１枚100円ですから、 50

枚取ったら5,000円あ るわけです。10分で5,000円

ゲットできますから、すごい競争になる。でも、

携帯電話の使い方が面白いでしょう。上勝のお

ばあちゃん連中前へ向いてやるけんね。「もし

もし、もしもし」って、すっごい見よったら面

白いです。耳に当てるというのが割と嫌みたい

です。前へ向いて携帯を使う。「はい、はい」っ

て言うてつながったら、さぁ行けと言って、も

う急いで近くへ取りに行く。そして農協まで持っ

ていって、バーコードで読み取る。 

 

 

　そして、開発したのが高齢者専用パソコンで

す。セブンイレブンは四国にはないんですけれ

ども、コンビニを見て、あれを見た時にすっご

いヒントになった。会長さんの鈴木さんにもい

ろいろ教えていただいたんですけれども、コン

ビニの棚が町の中と自分で思いました。これを

作ったらいいと思いました。分かりますか。商

品棚が町の中。北海道は、ダイエーとかイトー

ヨーカ堂かジャスコのように大きなスーパーだ。

上勝町は小さい町やから、コンビニのように商

品の棚を作ればいい。要るものをすぐ取り出し

て、要る人に届ける。これを作ったらえいなと

思いました。だからどうしてもデータが要る。

データがなかったらアカン。 

　そして議会に、「パソコン入れたい」って言

うたら何と言うたと思いますか。「わしらが使

えんもんが親に使えるか」「こんなもん配って、

何するんな。パソコンを誰が使うんな」と言わ

れたんで、全戸に配っている自治体へ見に行っ

てきたんです。そしたら勉強になりました。全

然使ってない。あらっと思ったんです、これは

自分が考えてることが間違っていると思いまし

た。 

　最初は、みんなに配ったらいけると思うた。

これが間違いだ。何をこの人たちがしたいか。

何を見たいかということから決めていかなけれ

ばアカンなというのを、そこの現場を見て分か

りました。「使うことがないんですか」と聞い

たら、「私には何にも使うことがありません」

と私に言ったんで、使うことがないということ

は道具の値打ちがないなと思いました。その時

に、そうかと思った。これは中味を大事にせな

んだらアカンなということを考えた。 

 

高齢者専用パソコンの開発 

情報は防災電波で送信 

必要なのは仕組み 
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　そして、諦め寸前の時に通産省の公募事業を

見つけてきて、65案件中15案件採択というのが

あって、これに公募したら見事に当選というの

で、１億600万円掛けて私が作ったこのシステ

ム、簡単に入力ができるようになっています。

数字と電源スイッチだけのもの。そしてトラッ

クボールを使う。トラックのボールを使って動

かす。そしておばあちゃんがこうやってひざま

ずいて見る。この間もＮＥＣが来とって、使っ

てるのを見てて、「おばあさん、使ってみてく

ださい」と言うたら、こうやってひざまずいた

ので笑ってましたけど。もう一つ笑ったことが

あったんです。おばあさんが手を合わせて「今

日も儲かりますように」って言うたらメーカー

さんビックリして、「何か神棚みたいに拝んで

ますよね」と。面白いなと思って。しかし一番

見るのは個人情報です。 

 

 

　何が大事かと言うのは、やっぱり皆さん、人

は自分の出番があることと評価されることです。

一生懸命やったら、自分にそれが返ってくると

いうことが大事なんです。やってもやっても何

にも得るものがなければ、人はやらないです。

だから私が何を考えたかと言うと、毎日の実績

表と順位を付けてあげたんです。これは絶対い

けると思いました。自信がありました。人の順

位は見ない、見るのは自分の順位（図27）。頑

張ったら順番が上がるというのは嬉しいんです。

それよりもっと嬉しいことがある。あの人だけ

には負けとうないという人がおるんです。隣に

絶対に負けとうない。このライバル心がありま

すから、だからこれが気になる。この中味を見

たら、次は色変化。こうやって色が変化。ボー

ルを動かすと赤に変わる。それから、ここをパ

チッと叩いたら見える。これを見れば、もうす

べて明日がどうなるかということが分かるよう

になってます。 

　それと、徳島・高知に必要なことがこれなん

です（図28）。長年の生活の習慣からどうして

も抜けれんのです。公共事業や補助金に頼って、

自分からという考え方にならない。いっつも誰

かがお膳立てしてくれる。だから、講演会や視

察を私も何十回と上勝町でやってきた。今もそ

れはやってます。でも昔と今が違うところが大

きくあります。それは何が違うか。昔は何回やっ

ても一緒でした。それはどうしてか。「横石さ

ん、ええ講演会だったな。ええ講師呼んでくれ

てありがとう。ええ視察だったな、勉強になっ

た」。家へ帰ったら元通り。何にも変わること

はない。一回のきっかけが生活の習慣に帰って

いくまでにはならないんです。元に戻るという

形になってしまうなというのを分かった。だか

ら同じ道を通る習慣があって、変えたくない、

安心感がある、考えなくていい。ここにどっぷ

り、やっぱり徳島や高知は浸かっているんだと

思います。 

 

 

　だから、上勝で一番何が変わったのと言われ

たら、私はこれを言います。自分で考えるよう

になったということ。そのためには、仕組みで

意識改革しないとなかなか変わらないです。こ

れやってみたら面白い・あれやってみたら面白

いという、自分で考えれるようになったら田舎

はものすごい面白いんです。 

人に与えられている環境の中から、自

分で考えるという形の中でできるかと

いうことです。これが大きいなと思います。 

　それがどうしてできなくなってきたかを、こ

の図を見てください（図30）。地域にリーダー

がおって、情報を発信して地域全体を引っ張っ

ていたのが昔の型だったんです。それが組織合

併という農協合併・町村合併・森林組合・商工

会、全ての組織が大きな組織になってきたため

にこの構図ができなくなってきた。俺に付いて

来いと、昔は農業改良普及員、農協の営農指導

員、役場の産業課の職員、県庁の職員なんかで

すごい人がおった。この人に付いていたら行け

るなという人がおった。今そんな人はいなくなっ

てしまった。組織が大きくなっていって、出番

がなくて、出る杭が打たれるようになった。こ

こが変わってきた。だから全国のリーダーの会

なんかも、私も行っていて思います。この中に

もおったらごめんなさいやけど、今リーダーの

人がリーダーだけで集まる会がようけあります。

そのリーダーが地域の中で動かずに、リーダー

だけが集まってどうじゃこうじゃ、ああじゃこ

うじゃ。 

ほんとのリーダーは、地域のことを

考えて地域の人が良くなるということ

が一番大切なんだけれども、自分だけ

が満足してしまうような形になってる

のが非常によくあります。 

 

 

一生懸命やったら返ってくる 

自分で考えるという意識改革 

（図24） 
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　だから一人ひとりの力を付けて地域全

体を上げるような構図を作った方がいい

なということを思った。そうすると、自分のこ

とにならなアカンということで、問題意識を持

つようになってきた。これが要るんです。頭を

鍛える訓練が要るんです。これをすごく私は今

感じています。60 歳ではじめたおばあさんが、今

80歳代半ばになってますが、今の方がはるかに、

信じられないぐらい能力が高いです。だから人

間は、この仕事をしときよと言われて何にも考

えずにこれをするのと、自分が考えてするのを

毎日やっていって１年間やったら、頭の回転が

全然違うようになるんだなというのを今実感し

てます。すごい違うなと。上勝のおばあちゃん

連中に言わしたら、何が一番変わったかと言う

と、「昔はお父さんにこれしとけ、あれしとけ

と私はこき使われよった。今は私が使えるよう

になった」と言うけど、それぐらい自分で考え

てできるようになった。そこが大きい。 

　この思考力、だから今、任天堂の脳を鍛える

というゲームがもうブームになってますけど、

あれへ火を付けた任天堂の岩田社長、私も懇意

ですけれども、機械を出した時に「横石さん、

売れるか」と聞かれました。私は、絶対に売れ

ると思いました。上勝町では売れんと言いまし

たけれども。絶対に売れる。川島教授が言う「脳

を鍛える」。だから皆さん、歳がいくと脳の回

転が落ちるというとそうでもないんです。川島

さんが言うように、使えば使うほど、日常の中

で使っていくような生活習慣を持てば持つほど

いけるんです。若い子でもそうでしょう。大学

生でも何にも考えんとボーっと先生の話を聞い 

てる子は、顔に全然照りがない。 

　それに対して、顔が全く変わってきます。顔

の筋が出てきます。顔が生き生きして、照りが

出てくるとよく言うんですけど。このおばあちゃ

ん、顔が25年前の写真と今の写真というたら、

今が若いです。ほんまに写真見せてあげたら、

ビックリするぐらい今が若い。やっぱりお父さ

んや人に使われよったんと、自分でこうやって

するのと全然変わってくるんです。この脳を鍛

えるって、すごい大事な事でもあるわけです。 

　ちょっと大きな話をすると、日本の経済成長

率を出しているんですけれども、実は徳島県は

昨年度の個人所得伸び率は全国１位なんです。

何が違うか、伸びたかというのは青色発光ダイ

オード、それから大塚製薬、それから女性起業

社長、それからうちとか、今いろんな起業のベ

ンチャー的なものが非常によく伸びてるんです。

イチヤなんかも四国一になってきました。「ア

イデア力、知力」とも言いますけれども、結局

企業でも地域でもそれで生きていくしかないで

す。下請産業で、徳島や高知で、こういうアイ

デア的な部分、知力的な部分をどうやっ

て作っていくか。ここは非常に大事だなと

私は思います。 

 

 

　そして、上勝独自のやり方が情報で気を育て

るということです。気を高めてやる気を育てる

のが70％。データを見せて、なるほどと思わせ 

るのが30％。このおばあさん94歳（図35）。今

年95歳になります。こんな高い木に登って、ま

だ葉っぱ取ってます。こんなことができるんで 

す。気というのがいかに大きいかというのが分

かる。このおばあちゃんの家もなんと４世代帰っ

てきたんです。今までおじいさんとおばあさん

しかおらなんだが、今この家は４世代家族になっ

ているわけです。おばあちゃんが「いろどり事

業」をやりはじめたことによって、家族がみんな

帰ってきた。孫まで帰ってきて、４世代家族で

やってます。だから、“あぁもうしんどいな、

今日は…”と思った時に、こうやってちょっと

気を動かしてあげることによって、おばあさん

も、もうちょっと一つでもやってみるかと思っ

てくれるわけです。 

　今日皆さん、 1 00 人ぐらいこの会場におるわ

ね。今日この来てる人がちょっと頑張ってみよ

うかと思ったら、いかにすごいことかというこ

となんです。あぁしんどいなと思うか、ちょっ

と頑張ってみようかという、この気の部分と

いうのが今のこの人間社会の中で、僕

は一番大きいと思います。だから、学校が

なくなるというのがいかに気を落とすかという

ことです。福祉が入り込んできたというのは役

場がなくなって、地域の拠点がなくなった。組

織としての拠点がなくなってきた。そして学校

という、地域の中でもっとも気という部分が育

まれていたものがなくなってきた。それでガタッ

と落ちてきたんです。だから、こうやって気を

育ててあげるというのがすっごい私は大事だと

思います。私がこの紙一枚書いて送るだけで、

もう全然違います（図36）。よーし、明日はは

ちまき締めて行くぞ。頑張って、やっていかん

か。こうやって書いたら、もうみんなこれを見

るんが面白うてしょうがないです。ゲラゲラ笑 

 

いながら見てますけども。これが入ってこなん

だら、横石さん今日はどこへ行ったんだろうと

言うぐらい、楽しみにしてくれています。だか

ら、キーボードのキは気持ちの気だと。なんぼ

このコンピュータが使えてもアカン。“押して

みよう、見てみよう、使うてみよう。”パソコ

ンやいうのは、あくまでも道具だ。このパソコ

ン配った時に、おばあさんが「怖い」と言いま

した。コンピュータなんか触ったことがありま

せんでしたから恐ろしい。でも私は自信があり

ました。怖いと思う気持ちより、見たいと思う

方が強いようにしてあげたら行けるなと思った。

気を高めてやる気を育てる 

（図31） （図32） （図33） （図34） 

（図35） 

（図36） 

24 25



　だから一人ひとりの力を付けて地域全

体を上げるような構図を作った方がいい

なということを思った。そうすると、自分のこ

とにならなアカンということで、問題意識を持

つようになってきた。これが要るんです。頭を

鍛える訓練が要るんです。これをすごく私は今

感じています。60 歳ではじめたおばあさんが、今

80歳代半ばになってますが、今の方がはるかに、

信じられないぐらい能力が高いです。だから人

間は、この仕事をしときよと言われて何にも考

えずにこれをするのと、自分が考えてするのを

毎日やっていって１年間やったら、頭の回転が

全然違うようになるんだなというのを今実感し

てます。すごい違うなと。上勝のおばあちゃん

連中に言わしたら、何が一番変わったかと言う

と、「昔はお父さんにこれしとけ、あれしとけ

と私はこき使われよった。今は私が使えるよう

になった」と言うけど、それぐらい自分で考え

てできるようになった。そこが大きい。 

　この思考力、だから今、任天堂の脳を鍛える

というゲームがもうブームになってますけど、

あれへ火を付けた任天堂の岩田社長、私も懇意

ですけれども、機械を出した時に「横石さん、

売れるか」と聞かれました。私は、絶対に売れ

ると思いました。上勝町では売れんと言いまし

たけれども。絶対に売れる。川島教授が言う「脳

を鍛える」。だから皆さん、歳がいくと脳の回

転が落ちるというとそうでもないんです。川島

さんが言うように、使えば使うほど、日常の中

で使っていくような生活習慣を持てば持つほど

いけるんです。若い子でもそうでしょう。大学

生でも何にも考えんとボーっと先生の話を聞い 

てる子は、顔に全然照りがない。 

　それに対して、顔が全く変わってきます。顔

の筋が出てきます。顔が生き生きして、照りが

出てくるとよく言うんですけど。このおばあちゃ

ん、顔が25年前の写真と今の写真というたら、

今が若いです。ほんまに写真見せてあげたら、

ビックリするぐらい今が若い。やっぱりお父さ

んや人に使われよったんと、自分でこうやって

するのと全然変わってくるんです。この脳を鍛

えるって、すごい大事な事でもあるわけです。 

　ちょっと大きな話をすると、日本の経済成長

率を出しているんですけれども、実は徳島県は

昨年度の個人所得伸び率は全国１位なんです。

何が違うか、伸びたかというのは青色発光ダイ

オード、それから大塚製薬、それから女性起業

社長、それからうちとか、今いろんな起業のベ

ンチャー的なものが非常によく伸びてるんです。

イチヤなんかも四国一になってきました。「ア

イデア力、知力」とも言いますけれども、結局

企業でも地域でもそれで生きていくしかないで

す。下請産業で、徳島や高知で、こういうアイ

デア的な部分、知力的な部分をどうやっ

て作っていくか。ここは非常に大事だなと

私は思います。 

 

 

　そして、上勝独自のやり方が情報で気を育て

るということです。気を高めてやる気を育てる

のが70％。データを見せて、なるほどと思わせ 

るのが30％。このおばあさん94歳（図35）。今

年95歳になります。こんな高い木に登って、ま

だ葉っぱ取ってます。こんなことができるんで 

す。気というのがいかに大きいかというのが分

かる。このおばあちゃんの家もなんと４世代帰っ

てきたんです。今までおじいさんとおばあさん

しかおらなんだが、今この家は４世代家族になっ

ているわけです。おばあちゃんが「いろどり事

業」をやりはじめたことによって、家族がみんな

帰ってきた。孫まで帰ってきて、４世代家族で

やってます。だから、“あぁもうしんどいな、

今日は…”と思った時に、こうやってちょっと

気を動かしてあげることによって、おばあさん

も、もうちょっと一つでもやってみるかと思っ

てくれるわけです。 

　今日皆さん、 1 00 人ぐらいこの会場におるわ

ね。今日この来てる人がちょっと頑張ってみよ

うかと思ったら、いかにすごいことかというこ

となんです。あぁしんどいなと思うか、ちょっ

と頑張ってみようかという、この気の部分と

いうのが今のこの人間社会の中で、僕

は一番大きいと思います。だから、学校が

なくなるというのがいかに気を落とすかという

ことです。福祉が入り込んできたというのは役

場がなくなって、地域の拠点がなくなった。組

織としての拠点がなくなってきた。そして学校

という、地域の中でもっとも気という部分が育

まれていたものがなくなってきた。それでガタッ

と落ちてきたんです。だから、こうやって気を

育ててあげるというのがすっごい私は大事だと

思います。私がこの紙一枚書いて送るだけで、

もう全然違います（図36）。よーし、明日はは

ちまき締めて行くぞ。頑張って、やっていかん

か。こうやって書いたら、もうみんなこれを見

るんが面白うてしょうがないです。ゲラゲラ笑 

 

いながら見てますけども。これが入ってこなん

だら、横石さん今日はどこへ行ったんだろうと

言うぐらい、楽しみにしてくれています。だか

ら、キーボードのキは気持ちの気だと。なんぼ

このコンピュータが使えてもアカン。“押して

みよう、見てみよう、使うてみよう。”パソコ

ンやいうのは、あくまでも道具だ。このパソコ

ン配った時に、おばあさんが「怖い」と言いま

した。コンピュータなんか触ったことがありま

せんでしたから恐ろしい。でも私は自信があり

ました。怖いと思う気持ちより、見たいと思う

方が強いようにしてあげたら行けるなと思った。

気を高めてやる気を育てる 

（図31） （図32） （図33） （図34） 

（図35） 

（図36） 

24 25



競争心を上手に使う 

地域の魅力、価値を売る 

常に攻めの姿勢で 

場面、価値、情報、仕組みを理解する 

そっちの気持ちが勝つようにしてあげたら、ど

うしても見たいと思うだろう。だから、この気

を育ててあげるということがすごい大事だなと

いうことを思いました。 

 

 

　田舎はこれがあるんです。こんな写真を出し

たら怒られるかも分からんけんど、“ビビビビッ

とこの人には負けとうない、あの人に私は負け

るか。”こういう思いがすごい。どこ対どこっ

ていうのは、僕らは20何年おるからすぐ分かる

んで、あそこの家はここは負けとうない。全部、

構図があるんです。進めていく時に、これを間

違うたらいかんです。ちゃんと考えてやる。で

もこの競争心という、やっかみがあって成長す

るところがあるんです。上手にここを利用せな

いかん。やっぱり徳島や高知はこういう気持ち

はごっつい強いんです。あの人には負けとうな

い、あそこには負けるかというごっつい気持ち

があります。ここは上手に利用していくと言う

か、使っていくことが大事なんです。そうした

ら、何をしたらいいかということが分かるんで

す。 

 

 

　今は何でも結果に対して物事を行っている。

お年寄りがようけ増えてきたら福祉施設をどん

どん造っていく。ごみがようけ増えてきたらご

みの施設を造っていく。農地が荒れてきたら、

農業委員会で検討する。こんなことは、皆さん

すべて結果に対してやっていることなんです。 

そうでなくて、どうやったらお年寄りが働いて

寝たきりにならんような福祉ができるか。どう

やったらごみが出ないか。そっちを考えた方が

いいです。どうして結果に対してばかり

お金を使っていくのか。先ほどプレゼンテ

ーションの中で畦地さんが言っていた保護とい

うところへ行けば行くほど、お金は掛かります。

これは解決策には私は絶対ならないと思います。

攻めていく形の部分に持っていかなければらな

らない。だから上勝町って、皆さんビックリす

ると思うんですけれども、基金を30億円持って

いるんです。なんと一人当たりの基金額が150

万円です。すごい額でしょう。的を射ていくと

いうことができると、先ほど言ったように上で

しっかり稼いで、下でグーっと押さえ込んでい

くような地域を作っていくことがほんとは強い。

会社でもそうですし、地域でもそうなんです。

下にばっかりどんどんやっていくということは、

絶対にうまく行かないです。 

 

 

 

 

 

　「価値を売る。地域の魅力を売っていくんで

すよ」ということを、私はずーっと言ってきま

した。地域の魅力を売っていくんです。テレビ

で放送したら、もうとにかく電話が鳴って鳴っ

て鳴って。うちの裏山に葉っぱがあるから、送

るから売ってくださいと。もうほんまに。葉っ

ぱ売ってるんでないんですよというぐらい電話

が掛かってきます。あのＮＨＫスペシャルで二

百何十万やいうてパッとパソコンの画面が出た

でしょう。全国の人がビックリしたわね。あん

な84歳のおばあさんが１ヶ月に200万円。 私が

やったらなんぼ儲かるんだろう、こう誰でも考

えます。そうではない。価値を売ってるんです。

この図を見てください（図41）。どうしても徳

島と高知に必要なのはこの図なんです。今日た

ぶん市町村の方も来られてると思うんですけれ

ども、このことが分かるかどうかです。町、観

光地でもそう、商品でもそう。こんなにちっこ

いということです。場面、価値、情報、仕組み。

このことによって田舎は蘇ります。これが分か

らなかったら絶対に蘇らないと言うか、落ち込

んでいく一方です。この図が理解できるかどう

か。この図が理解できるかということです。すっ

ごいこれが大きいです。上勝はこの図がみんな

分かるようになった。場面、最高の場面。価値、

情報、仕組みと。 

　みかんでも、愛媛へ行ったらいっつも言われ

る。「横石さん、みかんの売り方教えて」。よ

く言います。今みかん農家は全然売れない。今

日も高知空港で配ってましたけれども、ここの

会場を見たらすぐ分かるでしょう。そこにお茶

のペットボトルを持っておられます。後ろの方

も持っておられる。必ずこういうところではお

茶を配りますね。県庁の方なんかも会議で配り

ます。どうしてそのお茶を配るかと言うか、お

茶が便利かということです。これはペットボト

ルという容器が非常に使いやすく、少し飲んで

キャップを閉めればまた飲める、お茶の味より

この場に使える場面の設定がちゃんとできてるん

です。だから使うんです。じゃ、どうして、み

かんが使えないか。ここでみかんを配ったらど

うなりますか。自治研究センターの職員の人が

あとでみかんの皮を集めて回らないかん。そん

なことは大変でできない。もう一つ困ることが

ある。手が汚れて、話の間にトイレへ行って手

を洗うてこないかん。汁が出るから書けない。

ということは、ここにみんながペットボトルと

同じように配れるのは、透明の袋に入れて食べ

たらその皮を戻し、ティッシュを必ず入れて、

そして食べながらティッシュで手を拭いて、そ

のティッシュを戻す。これがここで使える場面

なんです。そうすると価値が出てくる。会議用

みかん。酸っぱいみかんは甘さ控えめ、ヘルシ

ーみかん。 

　そして情報。今日は自治研究センターの会議

が10 0人。１時 30 分から開会される。自治研究

センターの職員の人は、 みかんを100個 発注す

る。宅配便が時間指定で11時30分に、午前中に

ここの会場に届ける。これやったら何百万個と

動きます。こういう

ことが大事だ。 

 

（図37） （図38） （図39） （図40） 

（図41） 
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　葉っぱは５％だと、私は言います。だから、

どうして全国でできないか。葉っぱを売ってる

んだったら全国どこでもできる。95％は葉っぱ

でない部分に価値を付けていると言うか、この

４つが95％を占める。ということは、高知や徳

島のものというのはこの周りの部分をどうやっ

てうまく組み立てられるかによって変わってく

る。高知も徳島も一次産業の県です。一次産業

はもう今は普通にやったんでは、絶対にやって

いけない時代が来ています。ということは、こ

ういうことを考えていくような時代になってい

るんです。昔は素材が７割、活かす力が

３割。今は素材が３割、活かす力が７

割要るんです。この活かす力がなかったら駄

目。今料理人の世界がこのことをしょっちゅう

言います。テレビに料理長が出て、こうやって

説明しよるでしょう。福岡に『たつみ』さんて、

一番いいお寿司屋さんがあるんです。上勝町か

ら大将が行って、福岡で一番いいお寿司屋さん

です。何が違うか。前に立つ料理人の感性が違

うんです。この間もちょっと行っとったんです。

もう口に入れる前から美味しいという暗示を私

にかけてくれます。東京でもそうでしょう。一

番いいお寿司屋さんはメニューがないです。今

日獲れた一番いいものをどうやって演出するか

ということを、お客がワクワクドキドキする演

出をされるんです。それが活かす力なんです。

そういう形の分が、田舎では絶対に必要です。

徳島や高知はここがなければ駄目。 

 

 

 

 

　そしてこれ。20年やって一番良かった。大学 

の文章というものは見たらすぐ分かります。横

文字を非常によく使います。難しい。きれいに

作ります。これが大学の勉強です。でも地域の

人の勉強は、分かりやすいということが絶対的

条件です。英語なんかで書いたら、おばあちゃ

んおじいちゃんは、分からないです。うちは全

部データをバーコードで読み取っています。今

日はバーコードの説明をしますと言うて集めて

説明会をしました。「ただ今より説明をします」

というと、おばあさんが「横石さん、質問」。

「何ですか」。「今日の会議は私らに順番付け

てどないする」。何を言いゆうか全然分かりま

せん。「どういう意味ですか」。「ばあコードっ

て、ばあさんに順番付けるんで」。そうか、何

じゃそれは。「じいコードも付けないかんの」

と言うたら大笑いになりましたけど。分からな

いですね、やっぱり。ユニバーサルデザイン推

進会議に行ってましたと言うたら、何じゃこれ

は。 

　簡単に皆さん言いますけど、ほんとにこのこ

とは大事なんです。コミュニティビジネスと言

う必要はないんです。地域の中で商売を考えて

いくような会というような感じで言えばいいわ

けです。分からなかったら、自信がない

し行動に起こせないんです。これは私は

かなりこだわってきました。 

 

 

 

 

　だから、一番いいのはこの例え方と思うた。

一番分かりやすいように例えてあげたらいいん

です。水戸黄門、あれが田舎の人は一番好きな

んです。「８時40分は横石さん、電話したらア 

カン。印籠出してる時は一番力入って見ゆうけ

ん」。腰に印籠吊っとりと言うてきた。自分の

地域、自分がやっていることに自信と誇りを持っ

て印籠を出せなアカン。“私はここがちゃうん

や。私はここを見てほしい。私はここがほんと

に自分のえいとこや”ということを、この印籠、

葵のご紋を腰に吊っとりよという例えで言うて

きた。これが見事に出たのが、去年やったＮＨ

Ｋの鶴瓶の「家族に乾杯」。もう上勝編は大傑

作商品としてＮＨＫに今も伝えられている。行

く家行く家でしゃべる、しゃべる。もうほんま

に、終いに鶴瓶があのテレビでも言ったように

「ちっと黙っとれ、わしにもの言わせ」という

ぐらいまでしゃべった。自信なんです。これが

大事なんです。 

 

 

　皆さん、おばあちゃんが多いんがどうしてい

かんのですか。ここから間違うてると思う。パッ

クにもの集めさせたり、詰めたり、木登りさせ

たり、坂駆け上げらしたりしてみい、そこの若

い女の子と競争させたら絶対おばあちゃんに敵

わんわ。おばあちゃんの半分ようせんでしょう

ね。おばあさんだって、ええとこあるんです。

おばあさんやけん、老人ホームに行っとけ、診

療所行っとけ、デイサービス行っとけや言うけ

ん、いかんのです。こんなにえいとこがある。

こんなにおばあさんでなかったら、でけんとこ

ろがあるんです。テストの100点取りと一緒。

勉強ができるところが一番と頭から言ってしま

うけん、いかん。歌のうまい子、絵の上手な子、

個性の部分をしっかりと、何がその人にとって

一番自分を出せるかというところをみんながもっ

と目を向ければいい。そうすると人は輝いてき

ます。おばあちゃんにコンテナ運ぶことをやれ

とか、コンピュータのことをやれと言うたら、

それは無理。でも人が生活していく上では、必

ず何か“これっ”というところがあります。ど

んな人にもあります。そこをしっかり認めてあ

げると言うか、見つけてあげて、そこに出番を

きちっと出してあげる。 

　山が奥深いんが、皆さんどうしていかんの。

ものすごいえいことです。紅葉の色づけ競争。 

香りのいいものを作った。山が奥深いんがいい

んです。うちの棚田はオーナー制度をやってい

ます。これ５万円もらいます。日本一高い。こ

れが抽選になります。トラクターで引くような

農業考えんでもいい。来たい人がやってくれる

ようなことを考えればいいわけ。同じように日

本全国、北海道から九州まで同じように考えた

らいかん。徳島や高知の田舎でなければできん

ことが必ずあります。そこをしっかりと印籠と

して、自分とこはここが強い。ここが自分とこ

のえいとこじゃということを自信を持って、そ

して自分がそれを分かることです。これが反対

になる。だから上勝が最初の行った時に、すべ

てがマイナス。こんなもん売れるか。こんなこ

とやってもアカンわ。こんなことしても何にも

ならんわ。そうでなくて、１点の小さい中にも

キラッと光るようなことを分かって作り上げて

分かりやすいことが絶対条件 えいとこを、腰に印籠吊っとりや 

いい所を見つけて出番を作る 
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いく。 

 

 

　今は何もしないと、下りのエスカレーターに

乗車します。人の悪口23倍、えいこと６倍。と

にかく田舎では、寄ったら悪口合戦。強いとこ

があったら、10の欠点が９、８、７と減ってき

ます。これがなかったら、テレビつけたら殺人

事件、誘拐事件、とにかく悪い話がもうずーっ

と続く。国会へ出たら人の足を引っ張ることし

かやらない。こんな世の中になってる。だから、

いい循環がまわらない。渦を巻く仕掛けができ

ない。実際にあるんですよ。23対６って、私が

考えた数字ではないんです。 

　実際に女の人がどっかの店がまずいと言うた

ら、もう23人ぐらいに言うそうです。あっちの

店はまずい、こっちの店はまずい。近所で言い、

職場で言い、友だちに言い、すっごい。 

　自慢ができて、自信ができて、行動ができる、

そうした情報をしっかりと発信せないかん。こ

れは、私は７対３だと思います。外に７、うち

に３。どうして外に７出すのと言うと、自分と

この良さが自分たちで分からないから。徳島や

高知に住んでて、自分とこがええなぁというこ

とは自分たちで言い合ってもなかなか理解がで

きない。外に出したことによって、上勝へ住み

たい、上勝の生活がえいなぁということを外の

人が言うてくれたら、あぁ自分のとこってこん

なに値打ちがあるんやなということがやっぱり

分かるんです。なかなか内間だけでええでよ、

ええでよと言うても分からないです。都会の人

が来たら、ここは空気が良くて、新鮮で、こん

な食べ物が毎日食べれていいですね。山田のこ 

んな棚田で美味しい米を毎日。地元の人、なん

て言うか。黙っとって、帰ったら「ほんまにえ

えと思うたら、やってみい。わしらの苦労、何

も分かっとらへん」。必ず言います。やっぱり、

なかなかそこは理解できないです。だから外に

出す。 

 

 

　そしてテレビでも、主役っていうんだけでは

ええ番組はできんのです。これは私の大師匠が

テレビの有名なプロデューサーですけれども、

何が大事かというのは番組の最後に出てくるで

しょう、カメラとか衣装とか、あの人たちの力

量と言うか、思いがすっごい大事なんです。い

い番組ができるということは、えい主役が出た

ら絶対にイコールではないんだそうです。この

裏方の方がすっごい大事だと言います。裏方が

大事。まちづくりとか地域づくりというのは、

まさにテレビ番組と同じですから。 

　そして、この数字見てください（図48）。田

舎で住みたいという、こんなにようけ20歳代で

おるんです。これ、面白いでしょう。50歳代見

てください。男性がこんなに高くて、女性がこ

んなに低いんです。これもよう分かります。こ

の図はピッタリだと私は分かります。50歳代に

なったら男の人は生まれたところに帰りたい。

女の人は、帰りたくないんです、都会の生活に

慣れてるから。田舎の生活は、お母さん・奥さ

んは嫌なんです。まさに半分なんです。だから

田舎へ戻らそうと思うたら、お母ちゃんを口説

かなんだらアカン。女の人が帰ってくれるって

言うたら、男の人の数はようけおるということ

です。それより大事なのは、20歳代でこんだけ 

おるということです。先ほど言った上勝が変わっ

てきたのは、若いこの20歳代が上勝にどんどん

移り住んできた。今はチャンスです。都会の子

が田舎へ行って何かをやりたい。田舎で生まれ

て都会へ出てみたけど、やっぱり田舎で自分の

出番はないだろうか。このことを思う若い子が

います。その思う子を地域の中へ受け入れてい

くべきです。そうすると、地域は変わってきま

す。思いを持ってるから、全然違います。徳島

県内で役場の職員を見ていたら、うちでもそう

やけどすぐ分かります。地元の職員はできるだ

け地域に関わりたくないと思ってます。外から

来た子はできるだけ地域で自分の出番を求めた

いと思う。全然違います。思いの違いが事

業をほんとに成功させるか、しないか

の大きな分かれ目になります。嫌で嫌で

しょうがない子が、なんぼ集まったって絶対に

成功しないです。頭からやりとうない、頭から

しとうないと思う子にそれをやらせても無理だ

と思います。そこを変えるために上勝では好循

環システムとして出しています。個を育てる・

ブランド・知恵、上勝町はこういう図（図49）に

なりました。あの「個を育てる」という部分に、

私は一番力を入れてきました。 

 

人の悪口23倍、えいこと6倍 

まちづくりは裏方の思いが大事 

（図44） （図45） （図46） （図47） 

（図48） 

（図49） 
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　高知県でもそう、徳島でもそうですが、今合

併したら、全部地域進行計画書というのを作っ

ています。あれが実行できると皆さん思います

か。ほとんど絵に描いた餅になると思います。

どうしてか。役を持った人だけが出てきて、協

議をするからです。だんだん組織が大きくなっ

てくると、役持ちの人だけがまたその役に出て

いきます。そしてその役に出ていった人が、地

域のことをほんとに回せるような構図にならな

いんです。出ていったことが仕事になるから。

　ちょっときつい言い方かも分からんけど、大

事なのはやっぱりそこに住む一人ひとりが元気

になって、ここは私の出番があって、ここに住

むんが面白いなということが言える場面を作っ

てあげることではないでしょうか。だから商店

街が寂れてきた。商店街を活性化しようと思う

ても、なかなか難しいです。一軒一軒の店の人

が、自分の個性をしっかり印籠を持って発揮し

て、元気な人が一人になり、二人になり、三人

になっていくようなこと。農家でもそう。そう

いうふうに考えていって、作り上げていくこと

が大事でないかなと思います。 

　だから、地域づくり講演会っていうたら、あ

んまり私は好きではないんです。どうしてか。

役を持った人しか来ないから。どこが違うか。

役を持った人は必ず後ろから座ります。「じゃ、

横石さんなんて書けばいいの」「この話を聞け

ば商売儲かるから集まれ、こう書いて」そうす

ると、来た人はみんな前から座ります。自分の

商売が儲かるとか、自分のことになるなと思う

たら一生懸命聞きに来ようとします。そこの違

いがあると思います。 

　時代が大きく変化していて、私も会社を経営

していて一番思うのは、今の若い人を中心とし

て自分のことにならなかったらやらないという

ことです。ここが年齢層の高い40歳代、50歳代

の人が生きてきた感覚と違います。ということ

は、ごみを34に分別せえと言うたら、絶対に言

うのが「何しに役場の仕事を私らに押し付ける

んで」と言います。「あんたらがせないかんこ

とを、何しに私らがせないかん。税金もろうて

しよるんに、したらえいんでないか」。そうで

ないんですよ、私が言うのは。「きれいな町を

作ると、葉っぱが売れるんですよ。みんながき

れいな町を作っていけばいくほど、すだちが売

れたり、葉っぱが売れたり、椎茸が売れたりす

るんですよ」とずーっと言ってきました。 

　きれいな町が放送されると、こんなきれいな

とこで取れたんやなということが相手に伝わる。

だから「いろどり」してる人は、ごみを34にす

ることは何の気持ちもなくなってくるんです。

空き缶でも拾おうと思うて拾ってくれてる人も

あります。それは、私が言った自分のことにな

るということの意識があるからです。 

　ここが一番の岐路だと思います。同じことを

言うんだけれども、その人にとって自分の

ことになるか。逆にやらされるか。ここ

を上手に、ちょっとしたことで言って

あげる。

　この間も税務課の人が言ってきた。私は役場

の職員にメールをいっつも送ります、状況を伝

えるために。税務課の○○さんが「横石さん、

こんなメールは送らんといてください。私は税

金の仕事で頭がいっぱいで忙しいんです。何し

にこんなメールを送るんですか」。なかなかメ

ールを開かなんだでしたね。カチンときて怒っ

てきた。そして私の方からまたちょっとして、

ピュッと送った。「この間農家さんへ行ったら、

確かに税金のことで、税収が伸びたら仕事が忙

しいて、でも自分の給料になるけん、いいでしょ

う」。そして最後のひと言。「農家さんへ行っ

たら、税務署の○○さんは税金のことをよう知っ

とって、教えてくれてありがたいって言よった

でよ」とピュッと送ってあげたら、「横石さん、

あんなメールまた送って」。 

　人のことと思うたらこのやろうと思うのに、

自分のことと思うたらごっつい人間はやっぱり

嬉しいんです。同じことでもちょっと自分のこ

とと思うかどうかっていうのは、すっごい大き

いです。ちょっとしたことやけどね。 

　今日は、台風の影響で来れなかった人もいる

と思います。でも今日のことが自分のことにな

ると思わせるような形の分を、今日参加されて

いる皆さんは、リーダーの人がたぶん多いと思

うので、いかにうまく仕組めるかどうか。考え

れるかということが大事です。代表選手のよう

な形ばっかりでは、絵を描く形を作るだけにな

る。 

　そしてブランドを作る。知恵を生む。この知

恵が東京と大阪という都市部と徳島や高知の田

舎との力の差だと私は思います。この知恵をやっ

ぱり考え出していく。ちょっと待てよという考

える知恵、ここに気が付くかどうかというのは

問題意識を持ってるかどうかということが非常

に大きいと思います。 

 

 

 

　最後に、人は誰でも主役になれる。皆さん、

どうですか。見てください。バッテリーカー。

これゲートボールへ行きよったやつ。後ろから

行って籠をもって「ちょっとちょっとゲートボ

ール行かんとちょっと聞いて」「何引っ張るん、

横石さん」。 

　よう考えてみたら、これ籠を積まんと板積ん

だら出荷車になるなと思うて、パッと見て、こ

れはもうあの籠みんな外していって板載せて、

バッテリーカー軍団って出荷でピューっと荷物

積んで、この嬉しそうな顔して乗ってくる顔が

何とも言えん。 

　やっぱりここに私が書いたように、上勝の人

は自分の出番がなかったんです。その出番が自

分としてできてきたこと。そしてある人がこの

間行ったら、ここに書きましたけれども、おば

あちゃんが紅葉の種を蒔きよった。そしたらそ

の人は80歳代半ばですが「おばあちゃん、これ

今から蒔いて取れるん」と私が聞いたら、「横

石さん、私はこれは夢を蒔きよんじゃ」。ジー

ンと来ました。夢を蒔きよんじゃ。自分が

何歳までできるかという、限りなくや

りたいという夢。それと子や孫がこの

事業を、必ず家を継いでくれるという

夢、この２つを蒔きたいんじゃと言うた時

に、やっぱりうーんと思いました。すごく大切

な言葉やなということを思いました。 
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　いろどり事業をやって何が良かったか。家族

の仲がごっついようなってきた。日曜日や土曜

日に、こうやって僕がそこの家へ行くと息子さ

んが帰ってきてます。そしたらおじいちゃん、

おばあちゃんがおらん時にちょっと寄ってきて

「横石さん、ありがとう」とよう言うてくれま

す。どうしてですかと言うたら、やっぱり親が

老人ホームや福祉施設へ入ってそれを私らが面

倒見に行かないかんのと違うて、こんなふうに

元気でパソコンも使うたり、テレビにも出して

もろうたり、いろいろ元気でこうやってやりゆ

うのを見よったら、私も帰ってこようと思う。

親のようになりたいと思うと言われたんです。

　それがほんとに大事だなと思いました。やっ

ぱり家族の仲が良くなってくるというのはこん

なことだなと。さっきの94歳のおばあちゃんも

４世代になって、もう涙流しながら、こんな人

生送れることが私はほんとに幸せだということ

をおっしゃっていました。ほんまに上勝に生ま

れて良かったということを言ってくれる人がた

くさん増えてきました。 

　皆さん、徳島や高知は80万 人しかおりません。

大きいんがいいんでしょうかね。やっぱり、小

さい中でも、ほんとに自分の出番があってキラッ

と輝くことがあれば、どっちが幸せか分かりま

せんよ。10人の会社と１万人の会社、みんな１

万人の会社が幸せでしょうか。小さいから負け

惜しみと言われたらそうかも分からん。でもやっ

ぱり自分が社会とつながっている。自分の出番

がある。そして、少しでも何か役に立てて

るという気持ちを地域の人が持てるよ

うな形ができていくことが、一番今の

時代に必要なんでないかと思います。だか

ら「世界中探してもほんまにこんな仕事ないで

わ」と言うてくれて、こうやって元気に出荷に

来てくれる人が増えてきました。小さいながら

もお隣り県、そういう面でやっぱりここは頑張

りどころだなと思います。 

　ですからやっぱり地域の資源に目を向け

ること、そして仕組みを作ること。そ

して一人ひとりが出番があって、その

人たちが活躍できるような形を作って

いくこと。だから、高齢者やけんと言うて形

に入った福祉でなくて、福祉・定年・介護、こ

れはどうしても必要な人の形でいいと思います。 

　みんなが生きていく上においては、働いて、

「喧嘩は米びつから病は気から」という言葉を

私もお年寄りに教えていただきました。どんな

仲のえい夫婦でも経済的な部分がなければ難し

いんですよ。そして80歳がきたらみんな、足や

手や腰は痛い。でも明日することがあったら、

その痛さが消える。やっぱり病気という、気と

いう部分がこんなに大事やなと。出荷のない日

が一番腰が痛いと言うんです。同じ痛いんだけ

ど、やっぱりそんなに気というのが、やっぱり

人間において違うんだなということを思ってい

ます。ほんとに小さいながらの上勝町の取り組

みですけれども、是非皆さん、徳島、高知手を

合わせて、その辺しっかり小さいながらもキラッ

と輝くような、お隣同士で何かもっと田舎から

元気を発信していくような形を取れていくよう

に頑張っていきませんか。ほんとに一つが二つ

になり、まちづくりも商店も一緒。先ほど言い

ましたが。だからうちのような町がまた二つ、

三つ、四つと徳島の中でも出てき、また高知の

馬路村も頑張ってますけれども、ああいう村や

町がどんどんと増えていくような形で地域の輝

きが全国に発信できるような形ができればいい

なと思っております。大体時間になりましたの

で、これで私のお話を終わらしていただきたい

と思います。どうもありがとうございました。 
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　まず、１点目の第三セクターですけれども、職種的には椎茸の事業を「上勝バイオ」と

いう会社がやっております。椎茸の菌の生産、それから出荷。それと木の「もくさん」と

言って木材加工、公共事業を中心とした住宅それから公園とか、何でも木を使って関連で

造る「もくさん」という会社。それから交流センター「いっきゅう」と言って、町内の温

泉的な形の分で、月ケ谷温泉、月ケ谷交流センターという交流事業を中心とした会社。そ

れと国土調査で「ウインズ」と言って、町内の国土管理をする会社。そして当社の営業企

画会社。ひと言で言うと「上勝町株式会社」です。一つが潰れたら、皆潰れるかなと思い

ます。 

　町が一体化されていると言うたらあれですけれども、結局どんどん人が入ってくるとファ

ンができて特産品が売れる。交流センターも絡む。結局、私は「渦を巻く」という言葉を

使います。ですから、うちの町内会議でもよくやるんですけど、全部図を書いておいて、 

一つの上勝という中の動かし方をした時に、自分とこでどういう形でそれが仕事として取れ

るかということを考えていってください、考えようということを言います。だから、渦を

巻くのはうちに任せてくれと。ブランドを作るのは私らの仕事だと。そのブランドを使っ

て自分らがどう商売するかというのは、それぞれの部署でしっかり考えてくださいという

ことを言います。 

　ですから、ある意味ではブランド的な部分の商売で第三セクターや、地域の第三セクタ

ー以外にもＮＰＯが２つとまた他にも会社がありますけれども、有限会社があったりとか

いう形のなかでそういう動かし方をしております。ですから成果と言うと、やはり町の中

でその渦、上勝というブランドに対してそれが自分ところの商売になるという形でいくと、

やっぱり商売の仕方が変わってくるわけです。そこが非常に強いと言うとあれですけども、

逆によそにはなかなかできない形のなかで商売ができるということがあります。 

　それと983名のうちの190名、残りは何しよんでということになるんですけれども、農家

数が411軒あります。 それで「いろどり」事業以外、例えばすだち・ゆず・キウイ・花木・

ねぎとか、いろんな形の部分をいろいろと組み合わしてそれぞれの地域で、標高較差も90

メートルから700 メートルぐらいまで住宅地域でも較差があります。 ですから比較的田圃

が、水田のちょっとあるところと全然ないところとか、かなり起伏が町内の中で、どっち

かと言うと馬路、大豊とかああいう感じかな。ああいうぐらいの起伏の激しいようなとこ

ろですので、いろんな形の中で、「いろどり」以外にも絡みを持って出番があると言うた

らあれですけれども、何せじーっとしとる人が少ないということです。言うたら、じーっ

として何もしないという人がかなり減ってきて、農業分野や地域関連分野にもいろんな形

の中で絡みを持ってやっている。とにかく減ったのは嫁の悪口、近所の悪口やないけど、

軒下でじーっと座って話をする機会の形の分がほとんど見えなくなりました。だから診療

所なんかに行っても、薬でちょっと時間が掛かると言ったら一回いんで仕事をしてくるわ

とか、時間をじーっと待っとるんが惜しいという。時間に対する感覚がすごく鋭くなって

きましたので、会議へでも絶対に時間には来ますし、そういう面では切れ味が非常に出て

きて、いろんな形の中でいろんな場面に高齢者が「いろどり」以外でもできてきたという

形になってると思います。 
横石知二さん

　今日お話になった以外のことでお聞きしたいと思いますが、「いろどり」の取り組み

というのは、今日のお話でもずいぶんご丁寧にお話しいただきましたし、一定の理解が

できたわけですけれども、先ほど冒頭で言われました、地域資源を活用した三セク会社

を町内に５社興しているということで、この「いろどり」以外の部分で主にどういうふ

うなことが、概要は冒頭に若干言われましたけれども、そこのなかでどういうことが成

果として上がっているのかということと、もう一つは983名の高齢者の方がいるなかで、

「いろどり」で生産者になられている方が190名参加されているということになりますと、

残りの約800名近い方の高齢者の方々は、どういうふうな暮らし向きをされているのか。

しかもそういった中で、 寝たきりの方がたった２名しかいないということは、 残りの

800名の方も相当な生きがいとか働きがいを持って過ごされているのではないか。「いろ

どり」以外の部分で、どのような暮らしをされ

ているのかということも、この機会にお聞かせ

いただけたらということで、その２点お願いい

たします。 
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　私自身も非常に元気になれた会だと思います。今回の直接の話からは少し外れるのかも

知れないですが、情報発信力が非常に重要であると言われましたが、私自身も自分の仕事

とかを考えていく中で、やっぱり自分のことを長所も短所も含めて分かるためには、発信

して外から評価されたり、自分たちの立ち位置を築くというのが必要だと思うんですけれ

ども、どうしてもお話にもあったようにお金を掛けるという発想になってしまいがち、陥

りがちなんです。そういったことではないですよというふうなお話をお聞きする中で、「い

ろどり」で取り組まれている工夫ですとか、何か他にはない工夫をされているというもの

があればお聞きしたいと思い、質問させていただいています。 

 

 

 

 

　今の形から見ると、お金を掛けるのは無駄だと思います。お金を掛けた記事というのは

ほんとに効果がないです。金の割には効果がない。上勝町の場合もよく言われますけど、

三重の「もくもく」で、１年間に広告、雑誌に載るか、テレビで放送されるか、新聞に載

るかで大体600件 ぐらいと言います。うちでなんぼぐらいあるかなと思うて、年間で大体

500、 600件 ぐらいですか。金を１円も掛けない形ですけれども、でもやっぱり情報は出す

んです。やっぱり出さなければ分からないです。出して載せてくれとは、こっから先も言

いません。載せてくれと言ったら、向こうはやっぱり載せないです。撮ってくれとか、載

せてくれとか言うと出さないです。“こんなことがありますよ”ということをこちらから

提案、“こんなことがあるんですけど”ということしか言わないです。それを餌という言

葉は悪いけど、引っ掛けでピュッと放るわけです。そうすると向こうが食いついてくるか

なというのが、見てて大体分かるんです。来た時に、そこで上手に話し込むというのがポ

イントです。記事のつながりが人間的に深くなって行けば行くほど、内容が濃くなるから

面白くなります。うわべだけの形だと内容が薄いんで、見る人はやっぱり感動しないと思

います。そこは非常に技術的には難しいです。自分の意図しているところへ引っ張り込め

るかどうかということも、非常に難しいんですけれども、そこを上手にやれるかやれない

かということが大きな生命線になります。私がもう何百回とこうやって営業に出ても、ス

ーパーや売りに出るより、１回のマスコミの方が実際は効果が高いです。やっぱりそれぐ

らいメディアというのは今、ある意味では強い時代になっているなということがあります。 

　徳島新聞の記者がよく言いますけれども、上勝町の隣の町があるんやけど、ついつい上

勝に上がってくるって言います。記者だって、自分の記事が多くなればなるほど記者自身

には良くなるわけ。これは同じことなんです。だから、自分に情報をくれるのがどんどん

どんどん強くなっていくほど、自分の出番が記者もようけ記事が取れるけん、良くなるん

です。情報をくれなかったら、記者だって分からないです。火事が起きたとか事故が起き

たやいうのは誰でも分かりますけれども、ネタの部分の強みのここというとこはやっぱり

そこがあります。だからある近くの役場へ記者が入っていったらみんな下を向く。こっち

へ来るな、こっちへ来るな。職員はこんといてと思うてるらしいですね。それがうちへ来

たら、ちょっと来い、ちょっと来い、ここへ座り。まぁ座れ。こうなる。そうすると、こ

んといて、こんといて、こんといてというところは行きとうないし、まぁ来て、まぁ来て、

ここへ座りやと言うてくれたら、行って話ができるでしょう。悪い話は一切こっから先も

しません。楽しい話をすることによって載せてくれる。載せてくれると言わんでも載せて

くれます。そこがごっつい大事です。 

　おっしゃるご質問のポイントはすごいあります。だから上手に、そこを上手に金を掛け

るんでなくて、人としてのつながりの中で情報を提供していくような形をとるべきで、特

に高知では高知新聞、徳島で言うたら徳島新聞の力はすごいですから。結局すごい力があ

りますから、そこで自分ところの分をできるだけ価値を出せるかというのは大きいです。

徳島新聞移動編集局というのをやっているんです。上勝町版、勝浦上勝版をやった時でも、

もう地元の温泉とかお茶屋さんなんかは過去最高売り上げがガーっと続きました。やっぱ

り紹介してくれるだけで全然変わってきます。迷ってる人がそこへ来ますから。何かと思っ

てる人が動きますから。それはやっぱり強いです。頑張ってやってください。 

 

横石知二さん
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　実は自分も直接今住民の方と接する仕事をしてるんですけど、モチベーションの持ち方

の部分でもう少し詳しくお聞きしたいことがあります。例えば最初その町に入って、だい

ぶ叩かれたと言うか、意見を言った時に反発されたということだったんですが、その時に

やっぱり凹んだと思うんですね。実際自分も凹むんだと思うんですけれども、それでも前

へ進まないかんというふうに、思ったきっかけと言うか、自分自身の奮い立たせ方、そう

いったところというのは何かあったんじゃないかなと思いますが、どうでしょうか。 

 

 

 

 

　よく言われる質問で、何しにそんなに町民でもないのにやるの。よく言われます。この

質問をされた時は、分からないですけれども、やっぱり思いは強いです。凹むと言うか、

何とかやり抜くと言うか、その思いは非常に強いところはあります。 

　ですから、ほんとに何故そうかと言われたらちょっと分からないですけど、自分の人生

の中ではやっぱり、特に平成８年に、これテレビでもドラマ化されましたけど、転職をし

ようと決めたことがありました。自分は、次のステップに行きたいと思ったんです。そし

て辞めるということで辞表を出したんですけれども、明くる日の朝、全員の言葉を書いて

印鑑を押して、嘆願書というておばあちゃんが夜誰も寝ずに全員集めたんです。何百人と

いう数を集めて、夜の間にみんなが寝ずにずーっと回って、そして朝まで集めて朝持って

きたんです。その時に、おばあちゃんにもそういうことがあったように、自分にもやっぱ

り自分の出番が、こんなに自分が大事にしてくれてるんやなあということが自分も分かり

ました。こんなに大事にしてくれてるんやなと。これはやっぱり頑張って、自分としても

できることはやっていかないかんなと。その時に自分も気が付きました。こんなにどうや

って集めたんだろう、ほんとにすごい涙をぼろぼろ流しながら、持ってきてくれました。 

　やっぱり少しでも自分のやってきたことが、こんなにこの人たちにとっては役に立った

んやなということが自分では分かったようなところがありました。ですからやっぱり何か、

人が自分の中で少しでも役に立てるということが生きていく上においては、何か大事な部

分があるんでないかなという感じは自分なりには持っています。 

　ですから、これは皆さんから見たら信じられないぐらい、嫁さんに言わしたら「仕事が

お父さんは趣味や」と言うけど、ほんとにそんな人間もおってもいいんでないかなと思い

ます。１年間で休む日はないんです。365日で休む日は１日あるかないかぐらいですから、

それぐらい思いを持って、上勝という町に対して自分なりの思いは持ってやって行きたい

ということは思っています。ですから、やっぱりそれぐらい気持ちは強いなというのはあ

ります。自分が生まれた村でないんですけれども、やっぱりそういうことを思ってやって

行きたいなと思っています。 

　でも東京のベンチャーの人とお付き合いがあるんです。逮捕されましたけど、堀江さん

とか、サイバーエージェントの藤田さんとか、あの辺りの企業家ともいろいろお付き合い

がありましたけど、何が違うかと言うのは、僕が弱いわけではないんですけど、彼らは自

分だけがやればいいんです。だから堀江さんが言ったのが、「横石さん、会社はいつ潰れ

てもいい。またやればいいんだ」と。ほんまに潰れたけん、ビックリしましたけど。「ま

たやればいい」と、こう言いました。でも私が言ったのは「田舎で自分の会社を潰して、

またやればいいという形にはならないです。やっぱり謙虚というリュックを背負って仕事

をしていかなんだら、やっぱり田舎ってやれないもんなんですよ」ということを言いまし

たけども、そこの部分がすごく大事です。 

　やっぱり、田舎は自分だけという形ではなかなか事業が伸びない。都会は行けるんです

けれど、高知や徳島のなかで事業を展開していくということは、自分というのを全面的に

出して出してして、自分というのばっかりで行くと必ずどっかで足をすくわれるようなと

ころが、私はあると思います。ですから、やっぱり謙虚さというか、やっぱりそういう部

分をすごく大切にして生きていかなければいけないと言うか、やっていくことによってう

まく行くようなところがあるんでないかなという感じは、自分なりにはしてます。どんな

にうまく行っても、やっぱりそこの部分だけはしっかり忘れないように、リュックを背負っ

ていきたいなということは自分なりには思ってます。お答えになったかどうかは分かりま

せんけれども。 
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　お話の中でありました地域リーダーからプロデューサーへというようなことなんですけ

れど、今のお話にもあったように、まさに今横石さんが上勝町をプロデュースしてやって

こられたのかなというふうに感じているところです。 

　また今後合併とかも進む中で、私の町も合併したばかりなんですけれど、そういうふう

にプロデュースをする人間の必要性というのは感じます。これまでの取り組みの中で、横

石さんと同じように良き協力者、同じ志というか、地域全体を何とかしたいというような

方がおられたのか。 

　今後、後継者といった方の人づくりというようなことをやられてるのか。もしくはひょっ

とすれば、もう総体的に引き上げられてそういう方が自然と育っているのかも知れません

が、その辺の状況をちょっとお聞かせ下さい。 

 

 

 

　よく言われる質問で、何しにそんなに町民でもないのにやるの。よく言われます。 

　この後継者はやっぱりできないですね。組織に人を張らなんだら、もうできないと思い

ます。やっぱり人に張るということはできないと思います。若い子にそんな今やってるよ

うなことをやれというのは無理だと思うし、そんなことを偉そうに言うべきことでも、私

はないと思っています。ですから１年中休みなしで仕事せえやというようなことを言うべ

きでもないし、やっぱり休みもちゃんとあって、家庭のこともせないかん時代になってま

すから、そこはそこできっちりやっていかないかん。だからそれをやるためには、組織に

人を張っていくような形でなかったら後継者はできない。だからそういう形で、人を組織

に張っていきたいなというふうに考えて、今やっています。 

　でも今日は言わなかったですけども、大事なことはＩターンとか思いを持った人を町の

中に受け入れる組織と形がないとダメです。だからこの間、ちょっとあるところへ行って

言ったんですけども、「国が作った道の駅のように、町の会社を作ったらいいと思いませ

んか」。僕はそれしかないと思います。町の会社。合併する前ぐらいの規模のところの分

で、道の駅のような感覚で町の会社を作る。そしてそこにＩターンとか、やりたい子とか、

思いを持った子、そしてブランドを作ることと仕組みを作ることと、仕組みを動かしてい

くことと、商品をこうやってやっていって個をつなぐわけです、「個」。先ほどうちが成

功している要因というのは、一人ひとりを事業体でつないでいるからうまく行くんです。

形で集めてないけんね。１軒１軒がバラバラで、それをシステムでつないでますからうま

く行くんです。ということは、そういう形の分で頭になるところに組織の部分がなければ

この構図は動かないです。 

　だから成功させるためには、町の会社というあたりを考えて作るべき時代が来てるとい

うふうに思います。そうすると、人をそこに採れる。思いを持った人のかたまりを中へ引

き込めるような形ができるんでないかな。役場に「やれ」と言ってもできないし、農協で

もできない。森林、商工、こういう形の中でできないとなれば、そういう新しい今の時代

におうた形の分を、道の駅のような感覚で、町の会社という感覚を作って、そこに思いを

持った人材の形成団体を作っていって、仕組みで動かす。こういう時代でないかなと思う。

そのためにお金がないんだったら、先ほど私の前に提案された福祉の金なんかは逆に言う

たら、「そういうふうにして行くことがほんとの福祉ですよ」ということを説得するよう

な形でもいいんでないかなという気もしますけど。 

　そういう人を集めていって、おっしゃるように人を固めていかなんだら、なかなかやっ

ぱり実際にはできないです。ほんとに思いを持ったような人を集めていかなんだら、なか

なかできないなと思っています。 
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